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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Synopsis

　　The　planning　aまBa　of　Azumagaoka　Pa汰is　located　near　the　urban　center　of　Haramachl　Clty，

Fukushima　Pre艶cture．　The　actual　vegetatio難in　the　park　plan蕪ing　area　was　surveye（hn　l　997－2000

and　was　summarized　into　5　associatiolls　a叢｝d：14　communitles　ohatural　vegetatlon，4associatlQns

and　12communities　of　substitute　vegetation，　and　2　plantation　types．　A　map　of　actしlal　vegetation　was

drawn　at　the　scale　1：5000．　A　rare　vegetation　community，　E1噛’oco‘〃。πぬ。81η110’●む〃1～var．ηψρoη∫α〃7レ

1～妙ηc乃05porαプ召わ8，・’，　occurs　on　a獄abandoned　skeeトshooting　range．　An　A’η‘f∫ノαρo’πcα

communi亡y，　a　Caricetum　dispaiatae，　and　a　P乃rα8ητ舵∫α‘‘3∫’・αZ甜communi亡y　occur　aroしmd　Origasawa

reservoir．　An　Arundinello－Miscanthetum　sinensis　is　good　conditlQn　grassland　with　A48’zoρ々01u

’’”ﾏ乃y〃αvar．ノα1）o’τ∫cα，∫α’19‘‘’50’層わα（～がぎ。∫’～α1’5　and　Vど。’α‘〃～‘ノ‘‘9αetc．写「his　occurs　on　the　grounds

around　race　truck　in　Nomaoi－salochi（site　of　the　Nomaoi　fεstival），　which　is　grasslalld，　and　on　the

bank　of　Orlgasawa　reservoir．　Castaneo－Quercetum　serratae　covers　nlost　of　the　hill　area．　A　map　of

出edegree　of　naturalness　of　vegetation　in　the　plam｝ing　area　was　drawn　at　l：1．0000．　A　E’噛’ocα‘10η

4θc8〃びZolwηvar．1ゆρoπ∫α〃η一1～h），’1c1205ρ01闇α．ルわ8’ゼcommu：｝ity　and　an　A’1πf5ノ叩。π’cαcommunity

were　shown　to　be　the　most籍aturaL　Recomendations　from　the　investigatio韮｝are　as　fol玉ows：1）

五”∫ocα‘‘～oη48c8ηザ。π〃ηvar．ηψρα．～∫ω’η一Rん〉，ηclzo5ρo’uプ詮加’ゴcommしinity　and　A〃エ‘‘5ノ‘zρoη∫ごα

comm迄mity　should　be　protec毛ed，2）restoration　with　natural　vegetatlon　species　is　proposed　fbr　the

bare　lands，3）maintenance　and　rnanagement　of　the　relative豆y　secQndary　grassland　should　be

co難tinued，　and　4）practical　use　and　management　of　seco鶏dary　fbrests　should　be　continued，

i．はじめに

　福島県原町市の市街地に隣接した丘陵地に，東

ヶ丘公園が都市計画決定されたのは亙992年のこと

である。現在南側は野馬追の里原町市立博物館お

よび，その周辺が部分開園されている。未開発の

北側はほとんどが丘陵地で，コナラやアカマツが

優占する里山である。丘陵地中央には農業用溜池

である折ヶ沢溜池があり，その周辺にはハンノキ，

タチヤナギ，ウキヤガラ，ヨシといった湿生植物

がみられる。

　このような公園予定地について，公園開発する

以前に植生調査する機会を得た。

　本研究の機会を与えてくださった石田屋総本店

の佐藤裕一氏には多大なご協力を得た。現地調査

では福島県庁，原町市役所の方々に便宜を図って

いただき，また多くの原町市民の方に様々なご協

力いただいた。植物の同定は長野県自然保護研究

所藤原陸夫専門研究員および環境科学研究センタ

1）Contribution　from　the　Departlnent　of　Vegetation　Science，　Institute　of£nv1ronmel〕tal　Science　and　Technology，　Yokohama

　　National　Unlversity　No232．

2）横浜国立大学環境科学研究センター植生学研究室

　　Department　of　Vegetation　Science，　Ins康ute　of£nv｝ronlnental　ScieRce　and　Technology，　Yokohama　Nat｝onal　University

　　（2000年11月1日受領）
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一研究推進員の藤間瞳子博士に多大なご教示をい

ただいた。また欧文についてはGeolgla大学教技

EOBox博士に多くのご教示をいただいた。現地

調査および資利整理や函表作成には植生学研究室

の大学院生の方々にこ協力いただいた。ここに記

して心から感謝の意を表する。

　なお木研究の一部は福島県地域振興事業調節費

補助：事業の助成を聴けた。

1；．調査地およひ調査方法

D調査地
　東ヶ丘公園予定地は原田1市域中央東部に位置

し，中心市街地の甫側に接する「東ヶ丘」（地元

では「御本il刺娼〉と呼ばれる丘陵地と，東北地

方の夏祭りを代表する相馬野薄追が行われる雲雀

ヶ原祭場地を含む106！haの広大な地域である

（図1）。東ヶ丘公園予定地の丘陵地は大甕（おお

みか）丘陵の一編てあり，雲雀ヶ原祭場地は雲雀

ヶ原台地の一部である。大裏丘陵は，かつては台

地（段丘）癒であったが，谷や小河川による浸食

作川がおき，平坦地のみられない地形になったこ

とが＝考えられる（福島県！991）。雲雀ヶ原台地は

以前」ヒ東流していた旧泌乳］川によってつくられた

扇状地であった（編島県！991）。その後，現太田

川によってで田川素話が行われた結果，雲雀ヶ原台

地は広く残されることとなり，現在みられるよう

な地形になった（福島県ig9！）。

　調査地の最寄りの気象観調所である相子の1979

年から1990年の平均気温は118℃，年降水量は
！334。7丑追1である。この気象チータより算出した暖

かさの指数は853，寒さの指数一80であり，常緑

雪濠樹林の成立する下限の｛駈度域である。東ヶ丘

公園予定地が位置する原町市は，太平洋に藤して

いるため，福島県の中では暖かい地域である。冬

もこ是暖で四季を通して鯖天の巳が多い太平1羊気候

域であり，東北地方の気候による地域区分では南

都太平洋海岸地域に属する（青野・尾留1｛11971，

1975）。

　土壌は地形や表層地質に対応した分布を示して

いる。雲雀ヶ原台地は母岩が火山灰である黒ホク

土壌が広く犠っている（福島県1991＞。大甕丘陵

は褐色森林土壌が広く分布し，丘陵稜線部には乾

性褐色森林上壌が，斜面中部から山脚部にかけて

適潤姓褐色森林土壌が分布する（福島県1991）。

　來ヶ丘公園は福島県の広域公園として1992年に

都市謂画決定された公園である。現在では常側が

一部開細しており，相罵野罵追が行われる雲雀ヶ

原祭場地や惑乱追の里原田3市立1二物館を中心に公

園整備が進んでいる。未整蜘である北側は農業用

である折ヶ沢超池を中心とした里由に覆われてい

る。一1｛「1には以雨はクレー射撃場として利用され

現在では湿原となっている所や，造成後放桑され

ている裸地もみられる。
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図1　福島県原町市東ヶ丘公園予定地の位置
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2）調査方法

　圭997年6月から2000年5月にかけて，東ヶ丘公

園予定地およびその周辺域を対象に植生調査およ

び植生図作成が行われた。植生調査は植物社会学

的方法にもとづき行われた（Braun－Blanquet
1964，£1豆emberg　l956，Fuj　iwara　l987，）藤；原三997）○

　現地では均質な植分において，1）階層区分，

2）種のリストの作成，3）被度・三度の判定，

4）環境測定や生育状況などが調査され記載され
た。

　現地調査から得られた資料は組成表作成の手順

に従って，組成表に組み込まれ，植物群落が抽出

された。抽出された植物群落の分布を現地踏査お

よび1993年度の空中写真から求め，現存植生図が

作成された。

　また植生を評価するための一手法である植生自

然度図が現存植生図を基盤に作成された。

ダモ，ピサカキ，アカガシ，ヤツデ，ネズミモチ，

アセビなど常緑広葉樹であるヤブツバキクラスの

種を多く含み，ヤマウルシ，アオハダ，アカシデ，

ウリカエデなど夏緑広葉樹を混生している。草本

層は0．5－0．6m，植被率如一60％で，群落全体では

55－90種を数える種数の豊富な林分である。

　丘陵地は現在ではほとんどがコナラなどの二次

林やスギ，ヒノキの植林地に置き換えられてしま

っている。このような状況で自然植生であるシキ

ミーモミ群集は貴重な存在であり，保全が望まれ

る。

　モミの優附する林分は丘陵地や阿武隈高地にも

みられる。阿武隈高地にみられるモミ優占林分は

夏緑広葉樹であるイヌブナ，シデ類を混生したモ

ミーイヌブナ群集であり，丘陵地にみられるシキ

ミーモミ群集は常緑広葉樹であるヤブツバキクラ

スの種を混生する林分である（宮脇ほか1994）。

lll．調査結果

　東ヶ丘公園予定地およびその周辺からは自然植

生として5群集，圭4群落が，代償植生として4群

集，！2群落，2植林地が認められた。これらの植

生単位を基礎とした上で相観を加味し，現存の植

生の分布を示す現存植生図が描かれた。

A．　季直牛日量一落

a．自然植生

　東ヶ丘公園予定地の丘陵地に成立する自然植生

であるシキミーモミ群集は，人による森林の利用

のためほとんどが消失している。今回公園予定地

周辺の丘陵地に局地的に残存していた。そのほか，

公園予定地の折ヶ沢溜池の池滉部にハンノキ群落

やタチヤナギ群集，溜池周辺にカサスゲ群集，ヨ

シ群落，ウキヤガラ群落など湿性草原群落がみら

れた。さらにクレー射撃場跡にみられるイトイヌ

ノヒゲーイトイヌノハナヒゲ群落などの貧栄養湿

性植物植生などが自然植生として調査された。

！．森林

！）シキミーモミ群集（Table　1）

　東ヶ丘公園予定地周辺の丘陵地帯でモミが優漏

する林分が局所的にみられる。このモミ林は福島

県浜通り地方の低海抜地の自然植生であるシキ

ミーモミ群集（宮脇ほか1976，宮脇ほか1981，藤

原1987a，宮脇ほか1994）と同定された。シキ

ミーモミ群集はモミ，アセビ，アカガシを標高種

および区分種としてまとめられた（宮脇ほか1971，

藤原1987）。

　今回調査された林分は高木層が圭6－18mでモミが

優占し，他の樹種がみられない常緑針葉樹が優占

する相観を形成している。亜高木，低木層にシロ

2＞ハンノキ群落（Table　2）

　東ヶ丘公園予定地内の折ヶ沢溜池の池尻部に樹

高約6～！0n1のハンノキ林がみられる。丘陵地内

の小川が溜池にそそぎ込む池尻部を中心に発達し

ている。

　ハンノキ群落は高木層にハンノキが優占し，他

の樹種の混生は見られない（図2，3）。低木層

にはウメモドキ，ハンノキなどが20～30％と低い

二度で見られる程度である。草本層は80～90％と

高い被度を示し，ヒメシロネ，クサレダマ，ヌマ

ガヤなどが優証する事が多い。他にアギスミレ，

ヤマラッキョウ，ヒメシダ，チダケサシなど湿潤

な立地を好む植物が多くみられる。

　ハンノキ群落は，このような湿潤な立地での自

然植生であると考えられる（宮脇ほか　！994）。

現在ではそのほとんどの立地が水田や宅地などに

開発され，残存している林分は福島県浜通り地方

ではほとんど見られず（藤原・大野　1987，宮脇

ほか　！994），東ヶ丘公園予定地に残されている

ハンノキ群落は市街地に残されている上町のハン

ノキ林とともに貴重な群落であり（筥脇ほか
1994＞，厳重な保護が望まれる。

　湿潤な立地に生育する群落なので，乾燥などの

撹乱による影響を大変受けやすい。この群落の維

持には人の立ち入りを禁止すること，生育環境で

ある湿潤な立地の維持（流入小河川の水量など）

などに配慮しなければならない。

3）タチヤナギ群集（Table　3）

　折ヶ沢溜池に成立しているハンノキ群落の溜池

内部よりに樹高4mのタチヤナギ林がみられる。

タチヤナギ，イヌコリヤナギを三下・区分種とし

てタチヤナギ群集にまとめられた。低木層は4m
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図2　ハンノキ群落断面図（調査番号：Az－8）

a：アセ“スケ“，　b：クサレタ“マ，　c：ハンノキ，　d：エソ“ヌカホ“，

e：エソ“シロネ，　丑トホ“シカ“ラ，　g：エノキ，h：カスミサ“クラ．

図3　折ヶ沢潔池池尻部のハンノキ群落の林内概観

と低く，タチヤナギが優賦している。草本層は8

種と少なく，アブラガヤ，ミソハギ，アゼスゲな

ど湿潤な環境を好む植物が多く見られる。

　タチヤナギ群落は，ハンノキ群落よりも滞水し

ゃすい環鏡に成立している。

b．湿性草原植物群落

　今度の調査では低層湿原植生が2群集！1群落が

認められた。

　低層湿原植生は折ヶ沢溜池の周辺やクレー射撃

場跡，水田跡地などの湿潤な環境に成立している

自然植生である。このため踏みつけによる土壌の

乾燥化や水量の変化などによる影響を大変受けや

すい。このような群落の維持には人の立ち入りを

禁止すること，生育環境である湿潤な立地の維持

（流入小河川の水量など）などに配慮しなければ

ならない。特にクレー射撃場跡は貧栄養湿性植物

群落と一体となった保全が望ましい。

！＞ヤマイ群落（Table　4）

　公園予定地のクレー射撃場跡で，ヤマイ，チゴ

ザサ，チガヤの優占する群落が，イトイヌノヒ

ゲーイトイヌノハナヒゲ群落と隣接して成立して

いる（図4）。このような群落のうち，ヤマイを

区分種としてヤマイ群落としてまとめられた。

　この群落の植生高は40－60cnlを示し，イトイヌ

ノヒゲーイトイヌノハナヒゲ群落と比較して高

い。生育している立地もイトイヌノヒゲーイトイ
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図4　クレー射撃場跡地に広かるヤマイ群落

ヌノハナピケ群落と比較して数センチ程度高くな

った，より土壌が形成されている立地に成立して

いる。しかし植物遺体の分解があまり進んでおら

す，堆積している。

　ヤマイ群落はさらに2つの下位単位に区分され

る。トタシバを区分種とするトタシバ下位単位群

落と，区分種を持たない典型下位単位群落に区分

される。トダシバ下位単位群落はチガヤが優目す

る群落であり，この群落内ではもっとも乾燥した

立地に生育している群落である。

2）チゴザサーコフナクサ群落（Table　4）

　クレー射撃場跡でヤマイ群落に隣接して，コブ

ナグサ，アカハナを区分種とするチゴササーコフ

ナグサ群落が認められた。植生高は70cmとクレー

射撃場の植生タイプの中では高い騨落である。ヤ

マイ群落と比較してやや乾燥している立地に成立

している。

3）チタケサシーアセスケ群落（Table　4）

　折ヶ沢溜也につながる谷戸の一部でチタケサ

シ，チゴササ，ヒメシロネなどから成立している

群落がみられた。この群落はチタケサシ，サワセ

リ，オオハキホウシを区分種としてチダケサシー

アゼスケ群落に区分された。32種と多くの種を含

んでいる。

4）ヤマアワ群落（Table　4）

折ヶ沢溜池の堤防下に以前耕作されていた水紐

跡に，ヤマアワを区分種とするヤマアワ群落が認

められた。ヤマアワは日当たりのよい土地を好む

植物であるため，耕作が行われなくなった水田に

進入したと考えられる。

5＞チコザサーアセスケ群集（Table　4）

　小河川が溜池にそそぎ込む折ヶ沢｛留旭の池尻部

にアセスケの優制する植生がみられた。この群落

はアセスケ，ミソハギを標徴・区分種としてチゴ

ササーアセスゲ群集としてまとめられた。出現鞍

懸が4種と少ない。チゴザサーアセスゲ群落は，

水位0－10cm程度の停｛帯性の湿地にみられる群落

である（藤漂1987c）。

6）カサスゲ群集（Table　4）

　折ヶ沢溜池に繋ぎ込む谷戸の池尻部で，常に表

流水によって水分の供給がされている場所にカサ

スゲが優占する群落がみられた。この群集はカサ

スゲを標徴種としてカサスゲ群集としてまとめら

れた。出現種数は7種と少ないが，これは他地域

のカサスゲ群集と共通するカサスゲ群集の特徴で

ある（奥田ig78）。

7）ウシノシノペイ群落（Table　4）

　ヤマアワ群落と懇懇に折ヶ沢溜池の堤防下の水

田跡地で，ウシノシノペイを区分種とするウシノ

シノペイ群落が認められた。

8）ヨシーキセルアサミ群落（Table　4）
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　折ヶ沢溜池につながる谷戸の一部にキセルアザ

ミやヨシが優占している群落がみられた。この群

落はキセルアザミを区分種としてヨシーキセルア

ザミ群落にまとめられた。出現種数は17種と多く，

オオバギボウシ，ヒメシロネ，チゴザサなどの湿

生植物と共にヘクソカズラ，スイカズラ，ノイバ

ラなどのマント群落の種群がみられた。これは今

圓この群落が認められたのが，周辺を樹木に覆わ

れた谷戸となっている環境であったためと遇われ

るQ

9）ヨシ群落（Table　4）

　折ヶ沢溜池の周辺でヨシが優占する群落が認め

られた。この群落はヨシを区分種としてヨシ群落

とされた。出現種は3－7種と少なく，特徴的な

種も認められなかった。

10）ウキヤガラ群落（Table　4）

　折ヶ沢溜池の池尻周辺でウキヤガラによって区

分されるウキヤガラ群落が認められた。ほどんど

が2－3種しか出現せずウキヤガラの純群落とな

っている。ウキヤガラ群落は水深が0－10c阻に成

立し，満水時にはさらに水深の深くなる立地に生

育している。

11＞ガマ群落（Table　4）

　折ヶ沢溜池の池尻部のタチヤナギ群集の前縁部

にガマ群落が認められた。調査を行った秋季には

水位が低かったため群落は水位より高い四丁に成

立していたが，満水時は水深が20cm程度になる。

水位変動が大きくても生育していくことができる

群落である。

12）ヒメガマーサンカクイ群落（Table　4＞

　折ヶ沢溜池の周辺でヒメガマが優占するヒメが

水たまり

マーサンカクイ群落が認められた。水深が10cmの

立地に成立していた。出現種は3種と少ない。

13）ヒルムシロ群落（Table　4）

　浮葉植物であるヒルムシロが優占するヒルムシ

ロ群落が折ヶ沢溜池の中央付近で観察された。他

の種は見当たらない。

c．貧栄養湿性植物群落

　公園予定地のクレー射撃場跡には貧栄養湿性植

物群落がみられる。

　航空写真からの読みとりによると，クレー射撃

場は，昭和30年代に斜面を切り取って平坦な土地

を造成し，利徽していた。その切り取り面が不透

水層であったため繭水や切り取り法面からの湧水

が，利用されなくなった射撃場跡地に滞水し，湿

原を形成していった。切り取られた際に栄養塩を

多く含む土壌層は持ち去られてしまったため，こ

の湿原への栄養塩の供給は雨水，湧水，丘陵上部

から降雨時に流入する地表水，法面の崩壊による

土壌層の流入などに限定されている。このため切

り取り造成後，約40年近く経過しても貧栄養の状

態が続く湿原が維持されている。

　クレー射撃場跡ではこのような立地にイトイヌ

ノヒゲーイトイヌノハナヒゲ群落とニッポンイヌ

ノヒゲ群落がみられた（麟5）。この2群落は，

貧栄養湿原に成立する自然植生である。このよう

な貧栄養湿性植物群落は，福島県浜通り地方にお

いてはじめて確認された群落であり，東北地方で

は極めてまれになった群落である（藤原！987b）。

　このような群落は人の立ち入りに伴う踏みつけ

や，貴重な山野草の盗掘，立ち入りに伴う植物の

侵入が最大の問題であるとされている（わが国に

おける保護上重要な植物種および植物群落研究委

員会植物群落分科会編1996）。また乾燥にも弱い

水たまり（水深1－3cm）

秋にはほとんどなくなる
　　　　　＼　

道路

a　　b
c　d　c

・㌔8、・j・im一

　　　a：アカマツ，　b：ススキ，　c：シハ“，　d：イトイヌノヒケ“，　e：イトイヌノハナヒケ“，

　　　鉦コケオトキ“り，　g：サワトウカ“ラシ，　h：ミミカキク“サ，　i：ホソコウカ“イセ“キショウ，

　　　」：シカクイ，　k：ネシ“ハ“ナ，　1：モウセンコ“ケ，　m：カリマタカ“ヤ，　n：ヤマトキソウ．

図5　クレー射撃場跡地断面図



ので，一1分な保譲対策が必要である。これら貧宋

養湿性植物群落のイ1｛晶には人の立ち入りを禁止す

ること，生育現境である湿調な立地のガ1日1（湧水

の水量）なとに配噛しなけれはならない。またそ

の群落の保護はかりでなく，この群落か成並して

いる周辺環境にも考慮した保護．対策をとる必要が

ある。

！）ニノポンイヌノピケ群落（Table　5）

　イトイヌノピケーイトイヌノハナピケ橿洛とほ

ぼ同様の立地に成立するが，前者が成立する水深

か0－1c阻であることに比べ，ニノポンイヌノピケ

l！r洛は水深OC隙であり，晶水の認められなかった

1地に成立している（なお降水による増水1巧には

諾水はありそうである）。この琴rF落はニノポンイ

ヌノピケによってニノポンイヌノピケ群落に区分

された。出現種下は5種と少ない。

　この群落もイトイヌノピケーイトイヌノハナピ

ケ櫓落同様，：貧栄養湿原に成立する自然植生であ

り，踏圧や乾燥化なと外韻からのインパクトに弱

い。このため他の貧栄養植物管下同妹，保設のた

めの対策が望まれる。

2）サワトウカラシーニノポンイヌノピケ群舞、

　（Tab豆e　5）

　折ケ沢｛｝召池の三郎にサワトウガラシ，ハリイ，

ニノポンイヌノヒケなと倭固草：本植物群落が∠L押

している。この㌫落はサワトウガラシ，ハリイ，

ハイヌメリを七二　区分種とするサワトウガラ

シーニノポンイヌノピケ群集にまとめられた。こ

の群集はさらにニノポンイヌノヒケ，ヒナカヤツ

リによって区分されるニノポンイヌノヒゲ亜群集

と，ヒナササによって区分されるヒナササ蟹詐匁，

それらのみられない典型亜群集に区分された。サ

ワトウカラシーニノポンイヌノピケ群集は溜池の

ような定期的な水位変動を受ける立地に成立する

二塁である（奥国1987b）。

3）イトイヌノピケーイトイヌノハナピケ揺落
　（Tab五e　5）

　公園予定地のクレー射撃二巴の水深1－3cn1程及

の水たまり周辺にはイトイヌノピケやイトイヌノ

ハナピケなとの倭性草本植物群溶がみられる。こ

の群落はイトイヌノヒケ，カリマタガヤ，イトイ

ヌノハナピケ，シカクイによってイトイヌノヒ

ケーイトイヌノハナヒケ群落に区分された。

　この君1落の植生高は20－45cmと低く，出現種：数

は5－！！種と少ない。植被季は20－80％と植分によ

り大きく異なる。イトイヌノピケーイトイヌノハ

ナヒゲ群落はさらに4つのコ・位単位に区分され

る。ミミカキグサ（図6）によって区分されるミ
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ミカキクサ下位単位群落，アカマツ，モウセンゴ

ケ（図7），オカトラノオなどで区分されるアカ

マツ下位単位蕪蒸，ヤマイ，チコササなとで区分

されるヤマイ3・位単位群落，これらの1ヌ分種をも

たない典型下位単位君i落：に区分される。ミミカキ

グサ下位単位都落は降水時に冠水するような立地

に，アカマツ下位耳i位群落は切り取り法難の斜面

下灘からそれに驚く小崩壊地上の裸出した土壌上

に成立している。またヤマイ下位単位群落はヤマ

イ翫客に騎接する立地に成立し，イトイヌノピ

ケーイトイヌノハナピケ群落とヤマイ窃落の中間

的な性質を拮っている。

ノ
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で凄＼、、＼夢・ぞ　 、ご
　戸や　ハ　　　こ　　　　　　　　　　　　讐　　　　　　〆　　　　　　＼　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
　　・　　　　　　　　　　〉分　　　　　　　ζ　、＼

ジ　　麹予雲…∴

　　　　　　　　　　ダ　　　　　憂
　　　　　　　　　　汐／“　　　　　　“
　　　　　　　　　　さ　　　　　　　　　　　「

　　　　　　　　　　穰　談・　　　　　　、
ヨ　　　　　　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご　

図6　イトイヌノピケーイトイヌノハナピケ群落

　　にみられる食虫植物1　ミミカキグサ

図7　イトイヌノピケーイトイヌノハナピケ群落

　　にみられる食虫橦物2　モウセンゴケ
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　この群落は貧栄養湿原における自然植生であ

り，東北地方でも稀で（藤原1987b），福島県浜通

り地方では初報告である。入の立ち入りによる踏

圧や立地の乾燥化に弱い群落であり，十分な保護

対策が望まれる。

b．代償植生

　人為的影響によって改変された植生は，代償植

生と呼ばれる。東ヶ丘公園予定地周辺の丘陵地帯

では，折ヶ沢溜池周辺やクレー射撃場跡などに部

分的に自然植生が残存するものの，ほとんどは代

償植生に覆われている。

1．夏緑広葉樹二次林

1）クリーコナラ群集（Table　6，7）

　東ケ丘公園予定地の丘陵地の大部分はコナラ，

アカマツ林に覆われている（図8－！1）。これらの

森林はウリカエデ，ヤマツツジ，マルバアオダモ，

アキノキリンソウなどでイヌブナ林と区分され，

クリ，ナツハゼ，ナガバコウヤボウキなどで標

箔 偽

廟

a
bC

　　　　db　　abb

a
e

　　a　bCbab
bb

a：　コナラ，b：　アセビ“，　c：　アオハタ“，

d：　アス“マネサ“サ，　e：　ウリハタ“カエテ“．

図8　公園予定地でよくみられるアセビなど常緑低木が多いクリーコナラ群集断面図（Az－110）

a

　　　　　be
　cadb

ba
。　　e

　　　　　　　　b
　　　　ba
　abdb

a：　コナラ，b：アス“マネサ“サ，　c：ヤマツツシ“，

d：アオハタ“　，　e：　マルハ“アオタ“モ。

図9　公園予定地でよくみられる林床にアズマネザサの優占するクリーコナラ群集断面図（Az－112）
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図10　アカマツの優書するクリーコナラ群集

図11　クリーコナラ群集ヤマカシュウ亜群集の群落相観（陣ヶ崎地区〉
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徴・区分されるクリーコナラ群集にまとめられ

た。コナラ林とアカマツ林は擾賦している樹種：が

夏緑広葉樹（コナラ）と常緑針葉樹（アカマツ）

と相観は大きく異なるが，その中に含まれる種肥、

成が同じであることから同一のクリーコナラ群集

として扱った。なお今回の調査では東ヶ丘公園予

定地に隣接する牛来地区および陣ヶ崎地区の丘陵

地のコナラ，アカマツ林についても二審された。

　クリーコナラ二二は高木層の高さが12m程度か

ら20mに達し，コナラもしくはアカマツが優占す

ることが多く，他にアカシデ，アオハダ，クリ，

ヤマザクラ，ウワミズザクラなどが混生している。

亜高木層，低木層にはウリカエデ，マルバアオダ

モ，ガマズミ，ヤマツツジ，ムラサキシキブ，エ

ゴノキなどが両常在反で生育している。草本層に

はアキノキリンソウ，ッルリンドウ，シラヤマギ

ク，オケラ，タチシオデなど享原性の種群やナガ

バコウヤボウキ，ホソバヒカゲスゲ，チゴユリな

ど多くの種が生育している。出現種数は40種以上

の二分が多く，種組成の豊富な植分では90種以上

の出現もみられる。

　今圓の調査地ではヤマカシュウ，タチツボスミ

レなどで区分されるヤマカシュウ亜群集とアセ

ビ，ピサカキ，アズマネザサ，ッルリンドウなど

で区分されるアセビ二二群集の2亜群集に下位区分

された。アセビ亜群集はさらにレンゲツツジ，セ

ンニンソウ，トコロなどで区分されるセンニンソ

ウ変群集，アカガシ，ショウジョウバカマ，オク

モミジバグマなどで区分されるアカガシ変群集，

それらのどちらも持たない典型変群集の3変群集

に下位区分された。センニンソウ変群集は，さら

にアカガシ変群集の強弓を持つショウジョウバカ

マ五二群集とそれらの種群を持たない典型亜変群

集に区分された。またアカガシ変群集はオヤリハ

グマ，パイカツツジ，スズタケなどを区分種とす

るオヤリハグマ亜変群集と特別な種群を持たない

典型亜変群集に区分された。

　ヤマカシュウ亜群集は陣ヶ崎地区にみられ，相

観では低木層にアセビ，ヒサカキなどの常緑樹が

ほとんどみられないことが特徴となっている。聞

き取り調査から陣ヶ崎地区は最近まで畑耕作のた

めの堆肥や蕾生産のための温隊などに落葉を利薦

していたようだ。そのために陣ヶ崎地区では常緑

低木の欠如や現在の種組成になったと考えられ
る。

　アセビ亜群集アカガシ変群集は牛沼地区に，セ

ンニンソウ変群集および典型変群集は東ケ丘公園

予定地に分布を分けていた。

　アセビ亜群集センニンソウ変群集とヤマカシュ

ウ亜櫟集はセンニンソウ変群集の区分種のセンニ

ンソウ，トコロ，ヤマハッカなどを共通に持って

いる。これらの種群はススキ群落とも共通にみら

れる種であり，下刈りなどの林床管理が行われて

いたことを示しているといえる。聞き取り調査か

らも数年に一度の刈り取りが行われている地域

が，これらの下位単位とほぼ一致していた。

　一方アセビ亜群集アカガシ変群集はショウジョ

ウバカマ，トリアシショウマ，オヤリハグマ，パ

イカツツジなど阿武隈山地に出現する自然林（モ

ミーイヌブナ群集）と共通する種を持つ。アカガ

シ変群集が多く分布する以来地区の聞き取り調査

から，この地区では二次林の管理が近年ではほと

んど行われていなかったことがわかった。つまり

自然林と共通する種は無管理の時，出現するよう

になる。

　クリーコナラ群集は太平洋岸気候のおよぶ範囲

が徐々に狭くなる東北地方において，最も太平洋

岸気候の影響を強く受けている夏緑広葉樹林であ

り，福島県浜通り地方では，阿武隈山地を二心に

広く生育している（鈴木1987）。

　東ヶ丘公園予定においてコナラやアカマツ林が

その大部分を占め，その植生のタイプ（優占種や

林床形態など）が公園利硝者の利弔形態に大きな

影響を与えると考えられる。このため，これら二

次林の利用・管理については，細心の注意が払わ

れなければならない。また現在みられる植生タイ

プの相違とその要因について明らかにしておくこ

とが，今後の植生管理の際，管理指針の一つにな

ると考えられる。このような森林は，人との関わ

り合いが深く，その関わり合いの程度（利用形

態・程度・頻度）によって森林のタイプが分かれ

ていることが知られている（紙谷1987，辻・星野

1992，藤村1994）。このため現在の植生タイプの

相違とその要因を考える際，自然環境とともに過

去の森林の利用についてもあわせて考える必要が

ある。

　クリーコナラ群集は，人の持続的な利用，管理

によって維持されていた代償植生である。しかし

このような管理によって維持されていた二次林に

依存して生息している生物が多いだけでなく，生

物多様性が両く（守山1988，石井ほかig93，わが

国における保護上重要な植物種および植物群落研

究委員会植物群落分科会1996），昔から日常接し

てきた郷土景観としても重要であり，二次林の保

全，育成が必要である。

2．植林
！）スギ植林（Table　8）

公園予定地内には周所的にスギやヒノキを植林

しているところがみられる。

　今回調査された林分は高木層が18mでスギが90％

と優占する単一林分である。磁。3木層や低木層は
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みられず，最近管理か入った様子がうかがえる。

醸鍵層は05n1，15％ながら58種を数えた。またヤ

ッテ，シロタモ，カクレミノ，ピサカキ，モミな

ど暢緑広葉樹が多くみられ，麿在自然植生はシキ

ミーモミ轡集であることが推察される。

　阿武隈高地の國有林内では大規模な植林がみら

れるが，丘陵地では比較的小難模の植林地が多い

（宮脇ほか1994）。公園予定地でも他の丘陵地同様，

小繋模の植林地が散在しているQ

2）モウソウチク林（T幽le　9）

　公園予定地の中東都に小繋積のモウソウチク植

栽地がみられる。以前，人家が近くにあったこと

から人が竹材や筍のために植栽したものであると

考えられる。最近では管理放果に伴う竹林の拡大

が問題になっている。今圓の調査地において同様

のことが起きるかはわからないが，省理が必要に

なる可能牲があるかもしれない。高木層はモウソ

ウチクが！0n｝て95％と復占している。ピサカキ，シ

ロタモなど常緑広智能もみられるが，それほど多

くない。

3。先駆i生低木群落

1）ヌルテ群落（Table　lO）

　菓ヶ丘公園南部のすでに整備が終了している伐

採跡地でヌルデ群落が調査された。ヌルデ群落は

低木層にヌルデが優占し，ほかにタラノキ，アカ

メガシワ，ニカイチゴ，イヌサンショウなとの先

駆性樹種が晃られる低木御落である。華本層はヤ

ブコウジ，ヒカケスケなど森林内にもよくみられ

る種，ヒヨドリバナ，トリアシショウマ，アスマ

ネザサなど草原1生の種なと様々な種群により構成

されている。

　ヌルテ群落は伐採などが行われたところに成立

する遷移初期の植物群落である。

4．ススキ草原
！）ススタケ群落（Table圭1）

　公園予定地で過去に造成が行われたところにス

スタケやススキが優蒸するススタケ群落が認めら

れた。ススキなと刈り取りによって維持されてい

る草原は成立の古さや種子源である二次林からの

距離などによって群落のタイプが異なることが知

られている（服部2000）。種数が8種しか出現し

ていない凝議は比較的耕しい造成で，周辺に二次

林が隣接していないことからススタケが優占する

植分になったことが雄察される。一方二次林に隣

按している植分ではやマハノカ，ワレモコウ，ア

キカラマツなとススキ草原の種やムラサキシキ

ブ，ヤマツツシなど31種と多くの種が出現する。

2）トタシハーススキ群集（Table！！）

　折ヶ沢溜池の堤防や雲雀ヶ原祭場地の年に1，

2度の刈り取り筍理が行われているところにトタ

シハ，ススキを標徴，区分種としてトタシハース

スキ群集がまとめられた。さらにこの甜集はツリ

カネニンシン，ナンテンハギ，ワレモコウなとを

区分種にツリガネニンジン亜群集（函12）と，そ

れらのみられない典型亜群集とに区分された。典

型亜都集はクレー射撃場跡のやや乾いた立地に成

図12　トタシハーススキ群集が広かる雲雀ヶ原祭場地の観覧席
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廉している。典型亜群集は刈り取り頻度が低い底

心で出現種数7種であった。ススキの優占度が高

いだけで構成種が少ない。

　ツリガネニンジン亜群集は19－44種，植生高は

0．2－2alと植分によって様々であった。これはそ

れぞれの植分ごとに刈り取りや踏圧が異なるため

であると考えられる。ツリガネニンジン亜群集の

中で，スズメノヒエの植被率が高い植分はメドハ

ギ，オガルガヤ，ネズミノオなどで下位区分され

るオガルガや変群集にまとめられた。土壌がやや

圃結した立地に発達している。

　ツリガネニンジン亜群集の区分種のような草原

の植物は昔からの草原に生育しているといわれて

いる（服部2000）Qつまりかつてカヤ場と呼ばれ，

生活に密接に関係していた場所や，野馬が放たれ

ていた頃の野馬原のiil乞燥した場所の植生であると

考えられる。またこのような草原の植物が減少し

ているといわれている。このため草原を維持して

いくことが望まれる。

　このような草原は管理されなくなると遷移が進

んでいくことも予想される。伝統的な草地を維持

していくためには，年に！回から数測の薄り取り

を継続していく必要がある。

5．路傍植物群落

1）チカラシバ群落（Table三2）

　路傍のカワラスゲーオオバコ群集よりも，踏圧

が弱い砂礫上にチカラシバが優占する群落がみら

れる。この群落はチカラシバによりチカラシバ群

落に区分された。植生高は0．6－0．9訂1，植被率は

7ぴ80％，出現年数7－12種とカワラスゲーオオバ

コ群落より発達した群落であり，群落の様子から

も，より踏圧の少ない群落であることがわかる。

2）ヌスビトハギ群落（Table　l2）

　路傍で土壌の堆積が少々みられるような立地

に，ヌスビトハギ，キンミズヒキが優更する群落

がみられた。この群落はヌスビトハギ，センボン

ヤリによりヌスビトハギ群落に区分された。植生

高は0．9m，植被率は80％と発達した草本群落であ

るQアキノキリンソウ，ヤマハッカなどススキ草

原に出現する植物もみられる。

3）ヒメアブラススキ群落（Table　l2）

　路肩のやや盛り上がった場所にヒメアブラスス

キ，ショウジョウスゲの優占する群落が成立して

いる。この群落はヒメアブラススキ，ショウジョ

ウスゲ，ワレモコウなどによりヒメアブラススキ

群落に区分された。踏圧などの影響をほとんど受

けないので，他の路傍植物群落と比較して26種と

多くの種群が生育している。

4）アキノエノコログサ群落（Table　12）

　折ヶ沢溜池の堤防上の歩道にアキノエノコログ

サが優賦している群落がみられる。この群落はア

キノエノコログサ，イノコヅチなどを区分種とし

てアキノエノコログサ群落と区分された。植生高

が1mと高く，植被率が100％と発達した群落であ

る。同じ堤防上にはトダシバーススキ群集ツリガ

ネニンジン亜群集がみられるが，異なる植生とな

っている。これは管理の違いや補修のための土盛

りなどが考えられる。

5＞イヌタデ群落（Table！2）

　公園予定内には以前，人家が存在しており，そ

の人家近くに畑が耕作されていた。そのような畑

耕作地の畦にイヌタデが優占している群落が認め

られた。この群落はイヌタデ，エノコログサを区

分種としてイヌタデ群落と区分された。頻度の高

い除草をされるため植生高は30cn1と低く抑えられ

ている。

6）オオブタクサ群落（Table　12）

　折ヶ沢溜池の西側の堤防土歩道を覆うように，

帰化種であるオオブタクサが優占している。この

群落はオオブタクサ，ツユクサなどを区分種とす

るオオブタクサ群落としてまとめられた。この群

落は高さ1．2m，100％と発達し，西側の堤：防はほぼ

全部がオオブタクサで覆われている。トダシバー

ススキ群集に出現する種はほとんどみられない。

近年，刈り取りなどの管理は行われている様子は

ない。

6．踏跡植物群落

1）カワラスゲー上貼バコ群集（Table　12）

　公園予定地の路傍など恒常的に丸圧を受けてい

る立地にオオバコなど踏圧に強い植物の群落が成

立している。クレー射撃場跡の入り口にはカワラ

スゲ，オオバコを標徴種としてカワラスゲーオオ

バコ群集がみられた。植生高は0．2m，植被率は

3脳，出現種数は2種といずれの値も少なく，踏

圧の影響がうかがえる。

　カワラスゲ一瞥オバコ群集の生育地は，同じ踏

跡群落であるカゼクサーオオバコ群集と比較して

立地的により湿性立地に成立する群落である（奥
縞i！986）o

2）カゼクサーオオバコ群集（Table　l2）

　折ケ沢溜池の横の農道に接するところにオオバ

コが優賦する群落がみられる。この群集はカゼク

サを標星斗としてもつカゼクサーオオバコ群集に

まとめられた。カワラスゲーオオバコ群集と比較

して9種出現し，種数が多い。公園予定地内の，
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より乾燥した踏み跡にカゼクサーオオバコ群集が

みられた。懇懇クサーオオバコ群集は本州全域に

広く分布している（奥田1987b）。

7．外来牧草群落

　今圓の調査では雲雀ヶ原祭場地の調査資料を得

ることができなかったので，宮脇ほか（圭994）の

資料を加えて検：醸した。

1）ホソムギ群落（Table　l3）

　雲雀ケ原祭場地にはポソムギ，コヌカグサ，ハ

イコヌカグサなどの外来牧草が播種され，刈り取

り管理が行われている（宮脇ほか1994）。ホソム

ギ，コヌカグサ，メヒシバ，ハイコヌカグサなど

を区分種としてホソムギ群落にまとめられた。ホ

ソムギ群落はシバ群落と比較し，踏圧に弱い（宮

脇ほか1994）。これは雲雀ヶ原祭場地が相馬野馬

追以外の行事ではあまり利稽されていないことに

よると推察される。祭場地内では，一時的な緑化

として有効であるが永続的には生育しないものと

考えられる（宮脇ほか！994）。

2）シナダレスズメガヤーカモガや群落
（Table　13）

　部分開園している東ヶ丘公園南部の駐車場前の

斜面地に，外来イネ科草本による吹き付け緑化工

法が行われている。この斜面地はシナダレスズメ

ガヤ，カモガヤ，オニウシノケグサなどの外来イ

ネ科草本によって区分されるシナダレスズメガ

ヤーカモガや群落としてまとめられた。吹き付け

された種類以外の侵入はほとんどみられず，出現

種数は7種と少ない。

8．シバ草地

　今回の調査では雲雀ヶ原祭場地の調査資料を得

ることができなかったので，宮脇ほか（1994）の

資料を加えて検討した。

1）シバ群落（Table　14）

　芸雀ヶ原祭場地および公園予定地のクレー射撃

場跡の入り口付近にシバが植被率75－90％覆ってい

る。シバ群落はシバによって区分される植分であ

り，植生高が10－30cmと低い。ヤハズソウ，シロ

ツメクサ，ニガナなど踏圧に耐えられる植物群が

生育している。

　ハイメドハギ，ヘラオオバコ，シバスゲで区分

されるハイメドハギ下位単位群落とシカクイ，ネ

ズミノオで区分されるシカクイ下位単位群落が区

分された。ハイメドハギ下位単位群落は雲雀ヶ原

祭場地で調査された高分であり（宮脇ほか1994），

日当たりが良好な立地を好む植物で形成されてい

る。一方シカクイ下位単位群落は，公園予定地の

クレー射撃場跡の入り口付近でみられ，やや湿っ

た環境を好む植物によって形成されている。

2）コウライシバ群落（Table　i4）

　すでに部分開園している東ヶ丘公園南部の原町

市立博物館横にはコウライシバを植栽した庭園が

ある（図13）。

　コウライシバ群落はコウライシバ，ノゲシ，一

図13　相馬野馬追の里原町市立博物館前の庭園部分
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ハコグサ，セイタカアワダチソウで区分された。

植生高は5－20Cmと低く，出現種数は！0q2種と少

ない。コウライシバ群落は恒常的に低く懸り取ら

れる管理によって維持される群落である。

B．現存植生図（図14）

　現在生育している植物群落の広がりを示してい

る現存植生は，種の結びつきによって多くの植物

群落がみられる。現存植生図は，植物群落の配分

を具体的に表現したものである。

　東ヶ丘公園予定地は，原町市街地の南部に広が

っている丘陵地が中心になっている。丘陵地の中

には農業用に利用されている折ヶ沢溜池などの溜

池や溜池にそそぎ込む小河川，相馬野馬追の舞台

となる雲雀ヶ原祭場地など変化に富んだ地形をも

ち，それぞれに特有の植物群落が配分されている。

それらのほとんどは入間活動の結果改変された代

償植生であり，人為的影響少ない自然植生はごく

限られた範囲に断片的にみられる。

　丘陵地のほとんどは従来薪炭や肥料源など生活

に欠かせない物資の供給源として利用されていた

コナラ，アカマツの二次林であり，自然植生はほ

とんど残されていない。自然植生は折ヶ沢溜池の

池尻部のハンノキ群落やクレー射撃場跡のイトイ

ヌノヒゲーイトイヌノハナヒゲ群落がみられる程

度であり，大部分は代償植生に置き換わっている。

　東ヶ丘公園予定地の現存植生図は，自然植生3，

代償植生10，その他2の凡例で描かれた。

1．自然植生

a．森林

　東ヶ丘公園予定地の北部には折ヶ沢溜池という

大きな溜池があり，その池尻部や溜池にそそぎ込

む小河川の一部にハンノキ群落が残されている。

このハンノキ群落は水田耕作地や谷戸部の自然植

生であるとされ，現在ではほとんど残存していな

い（藤原・大野1987，宮脇ほか1994），貴重な植

生であるといえる。

　また丘陵地の自然植生であるシキミーモミ群集

は，丘陵地内に局地的に点在しているが，調査さ

れた地点は公園予定地外であったため，現存植生

図には描かれなかった。

b．草原

　公園予定地のクレー射撃場跡には貧栄養湿原の

イトイヌノヒゲーイトイヌノハナヒゲ群落や低層

湿原のヤマイ群落などがみられた。折ヶ沢溜池岸

部にウキヤガラ群落やヨシ群落などが点在してい

るが，小面積のため現存植生図には反映されなか

った。

2．代償植生

a．森林

　東ヶ丘公園予定地では面積的に丘陵地が多く，

丘陵地のほとんどはコナラやアカマツなどクリー

コナラ群集の二次林に覆われている。今圓はク

リーコナラ群集をコナラ優占林，アカマツ優占林

にタイプを分けて現存植生図上で描かれている。

また小面積でスギ植林やモウソウチク林も認めら

れる。

b．草原

　野馬追祭場地のホソムギ群落と祭場地に隣接す

る陸上競技場のシバ群落が東ヶ丘公園繭部で広い

面積を覆っている。さらに野馬追祭場地の観覧席

や折ヶ沢溜池の堤防などにススキ草原が，原町市

立博物館横の庭園にシバ草原（コウライシバ群落）

がみられる。

c．耕作地

　折ヶ沢溜池西側には斜面地を切り開いた果樹園

や畑耕作地がみられ，折ヶ沢溜池の堤防下には耕

作が行われなくなった水田放棄地がみられる。

3．その他

　東ケ丘公園予定地の中央付近には造成地が広い

面積でみられる。また折ヶ沢溜池をはじめとする

溜池は開放水域として示されている。

C．植生による評価

　東ケ丘公園予定地は，折ヶ沢溜池の池尻に残さ

れているハンノキ林やクレー射撃三跡に成立して

いる貧栄養湿性植物群落のような現在身近では極

めて稀になった自然植生と，いわゆる里山の雑木

林やアカマツ林というようなふるさと景観の主役

となる二次林の両方を兼ね備えた地域として，植

生側から評価される。

1．植生自然度図（図15）

　評価は植生自然三図から与えられた。植生自然

度は植生による自然の質の指標であり，ある現存

植生がその土地の自然的立地条件下で発達する自

然植生からどれくらい離れているかを示す指標で

ある。つまり自然植生に近いものは自然度が高く，

自然植生から離れている群落は自然度が低いと評

価される。現存植生図を基礎として人間の影響の

度合で示したものである。一般的に環境庁（！980）

が考案した10段階のものが知られている。以下に

植生自然度ごとに東ヶ丘公園予定地を評価した。

自然度！0：クレー射撃場跡の湿原

公園予定地のクレー射撃場跡にモウセンゴケや
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ミミカキグサを伴ったイトイヌノヒゲーイトイヌ

ノハナ『ヒゲ群落などの貧栄養湿原や低層湿原が自

然度10で示された。これらの群落は栄養塩の供給

は雨水，湧水などによっているため，貧栄養の状

態が持続している。わずかな人間の立ち入りによ

る踏みつけや地形の変化で消失する可能性のある

貴重な湿原植生である。

　貧栄養湿性植物群落は，福島県浜通り地方にお

いてはじめて確認された群落であり，東北地方で

は極めてまれになった群落で（藤原1987b），大変

希少価値の高い地域である。充分な保護対策をと

る必要がある。

含んだ群落である。自然度としては低く判定され

るが，文化的な植生・植物であり，また含まれる

植物は少なくなっている地域的貴重種が多いため

草原を維持していくことが望まれる。

自然度4：シバ群落，コウライシバ群落，ホソム

　ギ群落など

　雲雀ヶ原祭場地を広く覆うシバ群落，ホソムギ

群落や原町市立博物館横の庭園のコウライシバ群

落など背の低い草原は自然度4でまとめられた。

東ヶ丘公園予定地では自然度7についで広い面積

を占めている。

自然度9：折ヶ沢溜池の池尻部のハンノキ林

　折ヶ沢溜池に小川がそそぎ込む池尻部にハンノ

キが優占する林分が自然度9とされた。ハンノキ

林はこのような湿潤な立地での自然植生であると

考えられる（宮脇ほか　1994）。現在ではそのほ

とんどの土地が水田や宅地化され，残存している

林分は福島県浜通り地方ではほとんど見られず

（藤原・大野　1987，宮脇ほか　圭994），東ヶ丘公

園予定地に残されているハンノキ群落は貴重な群

落であり，充分な保護が望まれる。

自然度8　該当なし

自然度7：二次林

　公園予定地の丘陵地はほとんどがコナラやアカ

マツ林で覆われている。相観は異なるものの，い

ずれもクリーコナラ群集に分類され，自然度では

7と判定された。以前は持続的な利用によって維

持されていた群落であるため，自然度としてはや

や劣る。しかしその生物多様性は高いため，造成

などの大規模な改変は行われないことが望まし

い。昔からの人々の生活と共存してきた里山景観

として，環境教育，自然観察会などのフィールド

の場として，あるいは学術的研究の対象として高

い価値を持っている。

自然度6：植林地，モウソウチク林

　虜両度6は，植林地を示す。公園予定地ではご

く一部にスギ・ヒノキ植林がみられる他は，ほと

んどみられない群落である。

自然度5：ススキ群落

　自然度5はススキなどの高茎二次草原がまとめ

られている。公園予定地内では折ヶ沢溜池の堤防

や雲雀ヶ原祭場地の観覧席，伐採後放棄された土

地の一部にススキ群落がみられ，自然度5に判定

された。堤防や観覧席のススキ群落は持続的に刈

り取り管理されているために草原特有の種を多く

自然度3　該当なし

自然度2：耕作地

　折ヶ沢溜池の西側の丘陵地を切り開いた耕作地

は，自然度2に判定された。

自然度1：造成地

　東ヶ丘公園予定地中央部や南部に二次林を切り

開いた造成地が広く覆っており，自然度1に判定

された。南部の造成地は公園の一部（駐車場など）

として利用されているところもある。しかし申央

部の造成地は造成後放棄されているため斜面地を

はじめ，土壌流亡がおきている。このような造成

地では早急に緑化を行って±壌流亡を防ぐ対策が

必要とされる。

lV、保金・回復・創造に対する提案

　今翻の調査ではまだ十分なことはいえないが，

調査結果を基盤にして以下について提案したい。

1．保護地域の設定

　今圓の調査ではクレー射撃場跡の貧栄養湿原や

折ヶ沢溜池のハンノキ群落が確認された。これら

の群落は現在ではほとんどみられなくなり，湿性

立地に成立する自然植生として重要な群落であ

る。これらは湿潤な立地に生育する群落なので，

乾燥などの撹乱による影響を大変受けやすい。こ

れらの群落の維持には人の立ち入りを禁止する保

護地域を設定した上，生育環境である湿潤な立地

の維持など十分な対策が講じられることが必要で
ある。

2．回復・創造

　公園予定地中央部には二次林を切り開いた造成

地が広く覆っている。この場所は造成後放棄され

ているため斜面部を中心に土壌流亡がおきている

ので，早急な緑化により斜潤土壌安定化を図るこ

とが必要とされる。このとき従来行われているよ
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うな外来雑草吹き付け緑化ではなく，その土地本

来の自然植生構成樹種によって緑化が行われるこ

とが望ましい。吹き｛寸け緑化は一時的には効果的

であるが永続性は期待できない。自然植生構成樹

種による緑化は森林を形成し，永続性が期待され

る。またこれから建設される施設周辺にもみどり

が回復されることが，周囲の森林との調和を図る

上でも必要であろう。これらのみどりは，その場

所や土地の特性を考慮して造られるべきである。

3．伝統的な草原の維持

　ツリガネニンジン，ワレモコウ，ナンテンハギ

などがみられる草原は，伝統的な利用がされてい

るところや，野馬原の原風景ともいえるような植

生である。このような草原は管理されなくなると

遷移が進んでいくことも予想される。伝統的な草

地を維持していくためには，年に1回から面隠の

刈り取りを継続していく必要がある。

4，二次林の利用・管理

　公園予定地の多くは二次林に覆われている。以

前は人の持続的な利用，管理によって維持されて

いた。農業や生活の場での利用穏的はなくなった

が，現在では環境教育，自然観察会などのフィー

ルドの場・レクリエーションの場など新たな関

係・利用が期待され，今後の大きな利用目的へと

変化していくだろう。

　また二次林の植物種をはじめとする生物種の多

様性維持のためには，管理が欠かせない。この二

次林の保全・育成のためには管理の新たな担い手

を地域住民や公園利用者に求めることが考えられ

る。この場合，二次林管理が新しいタイプのレク

リエーション・環境教育としての可能性があるも

のと考える。
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Table　1．　llhcio－Abieteum　firmaeシキミーモミ群集

Relevεrefbrellce　ml㎜ber

Origh玉al　relev6　nu111ber

Relev6　size

Altitu匪e

Aspect
Slope

】ヨ［eight　oftree　layer－1

Coverage　of漉e　layer　l
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Height　ofsh】・ub　layer

Coverage　of　shrub　layer

Height　ofherb　layer

Coverage　of　herb　layer

Number　ofspecies

通し番号

調査番暑

調査面積げ）

海抜高㈲
方位
傾斜（。）

高木第1膚の高さ（m）

高木第1層の被度（幼
高木層第2履の高さ（m）
高木層第2層の被度（％）

低温層の高さ（m）

低木層の被度（箔）

草本層の高さ（m＞

草本層の被度（％〉

嵩現種数

　王

認
218

150
55

N．E

15

17

75
12

20
　5

70

0，6

4G
55

2

AZ
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150
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N
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8

70
0．5
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　3

AZ
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N
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　8
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Aわ∫θ5茄ツη8

烈9ノフ冶メ邸）0η∫08

Cz！θ1τθ58α」‘∂

群集標徴・区分種
　　モミ

置目0πわ∠～ノ嗣0／1ノ（2ヨ

1ノ白ゴθZ窯～Zカ0η1δθa

温goZ彦3θま～5θ四ヒθ8

伽θ盈撰7z！3ダヨわ淵

7｝饗0乃do研αの？Z！加a5∫6～‘ノa〃ηvar．加‘8～7ηθ【ガα加

Lfg召S‘rし～mメapOHfα1m

磁ノ刀ヨη酌こ～5カθ‘θr叩力L陶ワα5

議～ゐ0η∫3ノ姻0ηゴα7

∠ヲμ遡ズ忽）0ηノごθ

1ヲび0㎎刀び5メ即0η∫α」5

幽’5／aメ即0ηノoa

　　πθ乃ゴθaメ畠ρ（η2foa

　　ρ～アαρ‘θ2ゴ5αア訪1’05α噛ヨ

　　／1∬翻∂メ即0η∫0ヨ

　　刀θぎ！η2α甲0【泊

伽ノP∫ηiJ5な諏α’8

アセビ

ア渤’シ

乃α’018メ㌍0η∫oa

∬姓ぢα・θηβ’ヨ

働1zqρ111習字刀a励2買η8θof∂θ5

上級単位の種
　君キ

Tl
T2
S

H
S

H
S

H

z陰x5θ17望～’．8

滋。θz’α芝～題号ガ～）万召171

刃～・ω2召381脚刀8

5彰遅～κメ禦0ηメoa

乃画ロぬ0／a817冶‘010（ぬねf（ノeε

励こ！Zη㍑加メ）カ1θわ0加幼8η7

防わ己1オフ1口1η勲6a6正ηη

4・3

＋・2

　，

十

2・2

2・2

牽・2

十

5・4

　0

＋・2

十

2・1

＋・2

十

　●

δ・4．

＋・2

十

÷・2

キヅタ

シロダモ

ツルグミ

テイカカス’ラ

ネズミモチ

ヒイラギ

ヒイラギケンテン

ヒ勃キ

マサキ

ヤツデ

　オモト

　へ’ニシダ

　ヤプコウシ’

随伴種
　ア才ハダ

アカシデ

イチヤクソウ

イヌツゲ

イワガラミ

ウメモドキ

ウ豊門デ

ウワミズザクラ

エゴ井

オ愛カモメツ’1レ

オトコヨウソ’メ

ガマス’ミ

S　　÷
H　　　・

H　　　・

T2　　・

S　　＋

H　　＋
S　　・

Tl　　・

T2　＋・2

S　　＋
H　　3・3

s　　・

H　　÷

S　　＋

H　　＋
H　　　・

S　　3・2

H　　　・

H　　　・

S　　・

H　　÷
H　　　・

H　　　・

H　　＋

Tl
T2
S

Tl
H
s
H
S

H
Tl
H
S

H
S
Tl
T2
S

H
S

H
H
S

H
H

　e

1・1

3・3

1’1

十

÷

　し

十

十

1・2

＋・2

十

千・2

十

十

　｝

十

÷

十

十

十

十

十

÷・2

3・3

十

　．

十

3・3

　●

十

＋・2

十

十

十

1・1

1・1

十

÷・2

十

十

　9

÷・2

2・2

十

十

1・2

　◆

　●

　●

　・

十

十

÷

　o

十

十

十

÷

1・2

　含

　，

十

　9

　9

十

2・3

十

　●

十

十

十

十

1「1

2・2

1・1

　曹

2・2

　9

　．

1・1　』

＋・2

＋・2

1・1

÷

十

十

　9

十

十

（続く〉



（Tabie　1．続き）

　　　　ノ
Releve　refbrellce　nunlber 通し番号 1 2 3

滋加5加θa鼠ρメ。召盈‘ど～

ρρ加1ηθ17こ～5こ」刀ゴこ1ノ認肋万こ～εV農r．ノ岬0囎メα」5

9召θ1でこ’55θ2翼～応

酬5紐ε～乃0回目31即h8‘a

5｝71∫た～κかカ7ヒ71賓var．一二2a～v冒治

ぬη6カ0溺己〃刀ρψθオゴ翻η1

3血■こ～訪〆ρρ孟e2ブ5／2加0ηメ（Pヨ

廊‘e～’ヨ8∂淵加∫面5var，ゐヨmθ£ノθ配8η伽’5

φンノ刀わノ（かこ～η780θ1フぬ望7

021噛θκわ卸ゐ議ゴ082アa

伽加召刀0曾メ畠ρ0刀メ0θ

甜オ・醍5ゴゴθ1η8冶∫06a

ε加階～Xη伽0ηメ0々

五以角00r召ノη3ノη燕～α11α切

目わθ月卿8飴z1な如

箕功蝕ノ0畢θ〃7川加メ弗ワ017∫ごμ1η

加oqρ0（ガ己～加5θ～フ慣‘こ〃17

エカb5001回目‘0左α’0

幽ノρρヨ刀θx調ρjo’己～5

1｝血ゴρρθm加（ガ

珊冶孟θZ霊～刀0！ゴわこ」刀磁

乃～θぬ1ブa5α～ηぬη5　var，η78∫ノ糟∫

乃壌濯7｝2〃551冶わ0／0殆17a

孟左θわ∫ξ～血かわ愚闇8

6わ0め・θ～貿5αうノθ0ゐ孟θη（治力旨η∂

磁肋a1P3メ翠0刀∫63

刃こめμ5ρ8加7ヨ‘己’5v良r，αろ06ρρ嗣ノ己～5

幽伽ヨ塑∂皿0薦
溜｝召5の励ooa1P8

πゐ0（～0ゴθ刀4～ηη左∠～θ卯地1ゴ

翫σ加刀孟ゐ【15∫ノ11ワθκどノ5

．乙必πノηa口2冒なノ加

αθ訪1胃ゐa～・伽θr四諭

1）四ηな2・θノ1謝∫ヨ

キッコウハク“マ

コチヂミザサ

コナラ

コハゆ Mホ’ウシ

猫マメ

サンショウ

シシカ’シラ

シ田対
コ　　　　セ　　コ　　サ

ソユノブノ

ショウシ’ヨウスケ’

セ’ンマイ

クが初ウ

好シオデ

チゴユll

ツクハ“ネウッキ’

ツルリンドウ

トウケ“シバ“

ト醐

ハリキ’り

ヒ沖プラン

フヅ

ヘクソカス’ラ

マルハ’アオタ’モ

ミツバ’アケど

ミヤマ似’ラ

ムラサキシキプ

モミシ’イチ：ゴ

ヤプムラサキ

ヤマウ1レシ

ヤマツツヅ

ヤマハッカ

ヤマ薄

リョウプ

シ’ンヨウイチヤクゾウ

H
H
Tl

H
H
H
S

H
H
H
H
H
H
H
S

H
H
S

H
H
H
H
Tl
T2
S

H
lPl

S

H
H
S

H
S

H
H
S

H
S

H
S
T2
S

H
S

H

H
S

H
．H

十

2・2

十

十

十

十

十

十

十

÷・2

十

十

9

÷

＋・2

十

十

十

十

9

十

十

十

十

辱

　十

十

＋・2

1・2

十

十

＋・2

＋・2

十

十

十

十

●

D

十

1・2

十

＋・2

＋・2

十

＋・2

十

十

2・2

十

　●

十

1・2

　，

●

十

十

1・2

十

十

十

十

＋・2

十

十

　●

2・2

十

÷

÷

十

十

9

○

含

。

十

十

＋・2

十

十

＋・2

＋・2

十

＋・2

十

○

十

十

十

●

十

十

十

十

十

十

＋・2

十

十

十

十

十

十

＋・2

十

2・2

1・1

　・

　噸

＋・2

＋・2

÷

÷

÷・2

出現1回の種Addmolial　species　occurring　ollce　ilHelev6　referellce　ilG．　1：Flo18　ro∬〃ア
ケホ’ノスミレ　H一手，　刃。θf　耐0110　イタヤカエデ’　S一＋，　疑～ccノ刀∫び〃　カ∫∫’～〃’　ウスノキ　｝1一÷・2，　月。8r　rzlf1ノ～θ∫yθ　ウリハタ’カエデ

H一十，　Prε’11召∫　γθrθcμηゴa　カスミサ9クラ　S一÷，　βθ10π∫oρ∫ノ5　0r∫θη’a118　ショウシ’ヨウハ’カマ　｝！一÷・2，　Pθfガy8

918わrθ∫cθ∫1∫　ナカ“ハ’コウヤホ’ウキ　B一＋，　肋ooノ〃∫σ卯　01d力8皿11　ナツハセ’　S一÷，　Lyo丑1召　oγヨ1∫∫01∫∂　var．

θ11ノρ’ノ。召　ネシ’キ　S一十，　C8rθx　la丑。θo∫∂’8　ヒカケ’スケ’　H一｛一，　5’θ9η09∫召〃7加～～ρσzo∫　s慧bsp，　忽011f33」仰∂　ミ

ゾシタ’　H一÷，　F1～遅1rηf1皿　wr／8カ’∫∫　ミヤマカ’マスひミ　S一＋，　　　封一十，　2：　0ryoρ’θfノ∫　oカ∫∬θ遅∫13　ミサキカク’マ　H一＋，

5〆∫01∂　カ。丹doθ月∫f5　アオイスミレ　H一十，　301∫68go　vlrg8－8［Frθa　var，　a∫ノ召’ノca　アキノキリンソウ　H一十，　Oarρノη麗3

’5cカ。ηo∫左fノ　イヌシテ’　S一÷・2，　　H一十，　Poσr’カfaθa　i厚110∫∂　var．　ノ浸θγf∫　カマツカ　S一＋，　ムノρ∂r／3

κ召η10左∫r1　クモキ1，ソウ　縫一圭・圭，　8∬o刀y皿召∫　a1∂！μ51var．　∂ρ’θfμ∫　f．　01118’odθη’∂’μ∫　コマユミ　S一＋，

0ρカ10pogoη　ノaρo／1∫σσ5　シ’ヤノヒゲ　　H一十・2，　7r8cカycarρf13　∫orn〃1θf　シュ日　費一十，　ρ～1θ1℃11∫　配yr∫11～召θ∫01∫8

シラカシ　S一÷・2，　五〇ηfoθrθ　ノaρo月foa　スイカズラ　H一十，　五〇η∫cθ∫8　grどc111pθ∫　ヤマウク’イスカグラ　薮一十，

躁。81～’カoρヨη8κ　∫ρf1～05’13　ヤマウコキ’　H一十，　3：　ε1∂θ∂gη遅∫　摺∂oroρカy11∂　マルハ’グミ　S一十，　1）θ11droρa刀召κ

ごrf〃欲1∫

肋θ1｝「ρ’θr∫5　9∬aη［1び〃9θr8

ノaρ01〃。∂

Eρ1〃θび1～1加gr∂η〔ノ∫∫10rぴ配　var．

　　　　怖ラシタ

。わ’〃∫∫∫01’び那　イホ’タノキ　S一＋，　F∂ga∫∂刑∂π’oカμ∫’c8　イヌサ　ンショウ　S一＋，　澄σθr忽。ηo　var．　coη〃1vθη∫　ウラケ　エ

ンコウカエテ’　S一÷，　ノ～カ8測〃μ3　／3ρoηノca　クロウメモドキ　S一十，　！1r～～1∫8　θ18’8　タラノキ　S一十，　60rπθ5　cθ11’∫oγθr∫8　ミス“

キ　S一÷，　Po〃r！ノ～ノ召θa　γノ11〔｝58　ワタケ’カマツカ　S一十，　P1θ∫oむ1a∫’”5　c力’ηo　アス’マネサ’サ　正｛一十，　月∫8r～’加　5ノθか01ゴf1

ウスハ’サイシン　賎一＋，　11∂3’a　忽。ノ～’8丑a　オオバ’キ“ホ’ウシ　｝｛一十，　Cθ18∫’rα∫　o∫∂∫cσ1a’遅∫　var．　5’rlg∫1105r1∫　オニツ甚ウ

託ドキH一÷，3加1甜。々∫128サルド1イ1、’ラH一÷，灯ρ∂fお砂3擢がゾガハ’チソウ陸＋，0∂rθxsp．スゲ属の一

種11一＋，P訂〃7副oc∫∬澗’r娘13ρ1面佃ツタ陸＋，ゐθρ’o川直島∂加側θ1∫a1～8ナライシダH一＋，0ノθ〃説∫∫
ノ8ρoη∫ca　ハンショウヅ並　巨一÷，　Cカ10r8丹’力召3　／3ρ011’o召5　ヒトリシス“カ　H一＋，　！1’ゐyrれ1加　yo左。∫cθ刀∫θ　ヘヒ’ノネコ’サ’

H一÷，　Oryoρ’θ∫ノ∫　わ155θ’fa118　ヤマイタチシダ　　H一十，　ノ】c8刀’カoρ召’1aκ　5ρfηo∫f1∫　ヤマウコギ　　H一÷．

∫Zめaρ06∂

18肥

カクレミノ　H一十，　κad∫ur∂　ノaρo／1∫o∂　ヒ’ナンカス’ラ　H一十，　∫∂1yla　1〃ρρoηfCヨ　キハ．ナアキキ“り　H－2・2，

　　　　　　　　　　　　　ハシゴシダ　　H一レ2，　窃θ1yρ’θrf∫　ノ3ρo〃10∂　バリがネワラピ　　H一レ2，　‘8rρ1刀り∫

クマシテ’　T2一十・2，　S一予，　H一÷，　ゐ0111cθr丑　gra（7f1ノρθ∫　var．　glaむfa　ウグイスカク’ラ　S一十・2，

　　　　　　　　　　　　　　　　’々μ月かθrg1∂η召那　イカ弓ソウ　H一｝・2，　ノ｛1エi5／f8θ∂　aσθr1∫oノノ～！　var．

才クモミシ’ハク’マ｝1一＋・2，　～15’∫〃）θ’力召11わθrg’1、・ar，　coηgθ5’∂　ト弓アシショウマH一÷・2，　1カθノ男）’θr∫5

　’　H一十・2，　漣σ8月〃roρaη8κ　3cfadoρ力yllo’6θ∫　コシアフ’ラ　S一十，　　　H一十，　乙1gμ∫’∫り測

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　←

Re玉ev6　date調査年月日　…lo．1：正997年ll月10日，韮1D．2：1998年10月圭3B，110．3：韮997年6月8日．
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Tab｝e2．　Alηusノ∂ρoηlca　com購nityハンノキ群集

Relev6　re艶rence　numbe1・
　　　　　　　　　　　　ノOrigina正releve　nu㎜ber

Relev6　size

Altitude

Aspect
Slope

Height　oftree　layer

Coverage　of　tree　layer

Hei暮ht　ofshrubユayer

Coverage　ofshrub　layer

Height　ofherb　layer

Coverage　ofherb　layer

Nulnber　ofs　ecies

．通し番号

調査生胆
謂査面積（m2）

｝口抜高　（磁）

方位
傾斜（。）

高木層の高さ

高木魍の被度

低木層の高さ

低木層の隅瓦
草本層の高’さ

草本厨の被度

出現種数

（俄）

㈱
（m）

（器）

（m）

（％）

　1

AZ8
64
36

L
10

75

　5

20

0．8

80
45

　　2

AZ115
　　36

　　38

SSE
　　3

　　6

　　30

　2．5

　　30

　0．6

　　90

　　38

孟zη置13ノ≧～ρoη∫oθ

1ン．チ℃qρu5加∂ま～cたピθ刀己！5

エ45ノμエヨd～盈ぬγ‘」1ゴ。β

ノノθκ5θ1：～裂翻

31π11コ5z！ヨレθvar．卿zρoη1加耀

群落区分種
　　ハ刀キ

ヒメシ購

ク肪ダマ

ウメモドキ

ヌマゼリ

T
S

H
H
H
S

H

5・4

1・1

2・3

2・2

　十

　十

3・3

＋・2

　十

2・3

　十

ワ・ワ
ー　　　　一

　十

！セ～θゴθ1ゴa50θZπ海ノ25　var．ノ11aカてゴ

α～ノ飴曲α1曲var．メ禦0η」σ8

轍｝ね　γθrθ（アα∫1幽

の藍田θ刀【」5α刀ゴぬ痂加5var．メ8ρα1∫αz5

五〇ηfoθπ～ノ妙0刀ノαぞ

鳶∂（ゾ～θ8／0わ058

／1η8θzた8ぬα」1写fレヨ

泌5‘θ1ゴa」％zゴδ己zηぬ

励こ11ソ2i〃η副8オ∂ご冴刀7

研～こ！5か効0α～1P8

挽1℃ゐθ刀ワ∫a1ヨ0θηユ058

＆η舶κ〔痂ηa

随伴種
　　ヘクソカズラ

エノキ

ッボスミレ

コチヂミずサ

ス仙ズラ

チゴザサ

ノダケ

フソ

カ’マズミ

ヤマウルシ

クマヤナ義

甲ルトリイハ’ラ

S

H
S

H
H
H
S

H
H
H
H
S

H
H
S

H
H

十

＋・2

　十

　÷

＋・2

＋・2

　十

　十

　十

　十

十

十

1・2

　十

1・2

＋・2

　十

÷・2

＋・2

＋・2

十

十

十

出現！回の種Additional　species　occurring　once　in　relev6　re艶rence　no．1：

君必’αη56卿嘘117w励1｝ユθ己！ノηvar，ρめ写6a吻・‘1／11アシホソH－1・2，〆4型り5な言5α～わ1賓　エゾ効

ポ　H－i・2，ノ必謡αごapθ∬昭蟹己1ノηヨ　トボシガラ｝i一レ2，エ渉・団力蝦。ゐ盈晦7写痂1腕　ヤナギトラノオ

H－1・1，＆～ノ数880Z～aZ加θη甜恰　オノエヤナキ“　S一十・2，　（冶1aY君みこ〃1ゐθ1善ワ7　アセ“スゲ　　1｛一＋・2，

1海切θ即03茄冶げπ加α’施がvar．θ50召ノ診刀如　ニッコウキスゲ　r卜＋・2，2著刀飴（醒アノz11～2メガρθzゴ6α〃z

サンショウ8・，805θノエ7μ如汐b躍〃1⇔S一十，α～別加刀sp．アザミ属の一種H一十，

働加わfロηエ双7Zソフヒぬ0加力αノ2エ　アカパナII一＋，読1／1α～5〔勲25召5　var．面のノθ125　イ　｝．1一＋，漉X

α初8酸イヌツゲH一＋，．40θη功（～ρθノ12xsp．ウコギ属の一種H一・｝・，遅∂5如η7㎝6ヨ刀a材1、“ギ

ボウシH一＋，021r容認砂θ」俊酸　カサスゲ　i．ト＋，036笠畷5石刀2θ1賓如　カモガヤi｛一÷，

3如Pゐど～ノ1∂ηめ習1｝ユα言ヨ　コゴメウツギ　H一＋，湿｝’α・0舘（響’醒ηメζρ0刀1b召ノ11サ茸ガやH峠，

Z朶7αf5θ‘αノ刀8エyθz15θ　スキ“ナ　H一十，　（灘〃28船孟6ソ”澱と）∫賓　センニンソウ　H一十，∠45孟ゴZδθ

ノη∫α卯如ぬ　チダケサシ｝董一÷，ムrθ1∫5ゴ8刀‘a酸　二がナ1．1一＋，ノ1撰て）3雄（ゾaI俊6a　var．刀召左8わ。

ヌカボ　H一十，滋左θわ1盈白壷わる俊如　ミツバアケビ　｝｛一十，孟望η5船幽1償酸　ヤマヌカガ　H一÷，

％zz／飴1旨θヨ溜053　ワタゲカマツカH一÷，諏z18u1冶01カε～o茄αh∂始　ワレモコウIi一÷，　2：ぬ群1鞍

ノ11θη孟盈zz1ゴ。ま～　イヌサ“ンショウ　S一十，ノ10θro～．2ご捉婿ワ蹴丘〃11　ウリカエテ“　S一÷，　02：∫ワフ‘oエηθ1ゴ∂

ノξρ01ガα～　スギ　S一÷，β毎α鴇xノ乱ρoη〆α～エゴノキ　S一十，α飢ゐ1壇わ∂1・Z＞加θ～・w冶　1）ヨウプ　S一十，

αヨ1．櫛rわ幼）Z～a1ゴoa2pa　ショウヅヨウスケナ　H一＋，謝ニロfρρ5∫5／aメフ0111冶a　ヌマカナヤ　莚一予，　臨みヨ

γθrθoαηζた～var．8θη刀7召1ユま～z乞3　アギスミレ　H一十，　α｝叡’乙～ノ12／1ψノフ。／2θ刀3θ　オニアザミ　H一十，

泌5αヨ刀齢α55加θη紐汐　ススキ1．1一手，ム5贋加7々。ゐ珀伽・6α刀θノ　ヌマ｛・ラノ才H一÷，Zう吻元θ〃冶

ρ8／α5か堀5　ヒメシダ　H一＋，甜｝p召5期励z’1貿θ　アプラガやH一＋，飾8酸a乃。〃エ甜堺｝1a紐　即、“ギ

ボウシH一÷，5加勲xわ超01盈var．なゴηε丁槻～ノa　サルマメH一÷，ゐ蝕10ηゴρρ甜恰01ゴθη紐万5　シ∋ウヅヨ

ウハ’カマ　H一÷，磁！フ慧～孟こ～Zヨ1ン15乙～ノaエゴ5　タムラソウ　冠一＋，磁～ノzollfa／2～ρoノエfo乙～　ヒイラキ“ナンテン　｝韮一＋，

（フb1コロこ～500］ロぬητ！θ1汐ヨ　　ミス’キ　H一＋，　君っz｝θノエ酬6～乏｝・卿エ〆6ねワヨ　　ミツバ“ツチクウリ　H一÷，ノ1．〃こ」∫η

訪こ～11わθ1禦7　ヤマラッキョウ　契一蓬㌔

Relev6　dale調査年月日，　no．l1997年6月8日，　i997年IG月13日．
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Table　3．　Salicetum　sub計aglhsタチヤナギ群集

Or｝9nlal　relCve…t畦mber
Hei9｝［t　of　s｝lrub　［ayer

i｛ei劇Gf翫erb　laye口㌢ξ
Numbcr　of　species　l⊥i老見種数

　　i誘a盗…番；＝｝：Hg30，

低木摺の高さ：輪，
本滴の高さ：漁．

　　　　：li種，

Re［eve　size：調査r婚三ll　30ぱ，　A川mdc海抜高

Coverage　of　shrub　layer｛洲本屑の被度：70％．

Coverage　ol　he由iayer草本層の被度：60％，

35m，　Aspec［ 方｛立：　一，　Sk〕pe ｛頃傘1：L，

Character　and　dif艶renもial　s　ecies　of’ass．， 群
　　5盈zk　5召b表7～望’撫

　　諏五x加墨黒2

Coln　anlon　s　ec麦es層

ミ泉

タ升ナギ

イヌコリヤナギ「

徴・iうくノナ璽

肋己～5メapO刀メ08

5ごカア川3附∫（ぬ乙～燗θ

随伴種
　　1、ンノキ

アグラカドや

S

S

S

H
｝達

4・4

十

1・1

　十

1・王

エ汐田エ’α加ま～ノ70θP5

0紐智κ功己～ノエδθ1ヨ77

抽80ゐθ6ゴ0わ053

0ε刀a1ユ飴θメ母昭刀10ヨ

α～1’θκ㎡卿3z8紐

βノ〔1θノ1θ煮・0刀do5θ

舶言oa116カこ155∠～00カaノゴ〃01・α5

ミソハキ

アゼスゲ

チゴザサ

哨艦

カサスゲ

ァメ弓カセンタ「ンゲサ

才ギ

H
H
H
H
H
H

1・1

4・3

＋・2

十

十

十

十

Relev6　date調査年月目　1999年10月11臼．

Table4、 Fens　vegetation　ラ星’1生草原季澄牛勿君二項

1　1ヴ逃馬戸、ド’y’　　写びか1　rρノ。3ra　　　乖ロrliLy　ヤマイ君喜客

　1こゑ　S曲胴m！CO』謹，　幽　h　j「び刀‘ノ「π‘・〃潔　’旱’r‘8　　トダシ1ゾ下1な貫i軽」U　義ζ

　Ib　τypicai　su』un｝盤co疏nu樋Iy　旦廷聖…ドfな璽採f童’｝跨霧

2　↑r’々r躍xoπ配5ρ’びμ∫　co肛と窪旧薦ly　ユブナグサ1雅落

3　　毛5f1’わ8配’σroρノry”3－1∫々‘”7θκ’0占σ53　CO配nUB、1y　チダケ撃シー予ゴザサ罫舜客

4　‘L書’脳中3κfO　ぎ　　eρFg仁・’0∫　CO　目al【y　ヤマアワ｛撃落

5　　1sach［｝一Carlc〔｝蓼翔「｝　lh匙崖nb　，91覧　　チコ「，　ノーアセρスケ．器昏集

6：　CarlceI目琵t　dispala10　　カワスケ’難’／

7

翁

9

貝l

H
12

13

1，‘、摺∂rげ　　　　，わ　　　　c【〕【　　Lly　ケシノシッへ『で昼鐘客

肋r89ζ屠e5』3副「、好一ζ》　〃　’面01d1∫C蝋匿田由lyヨシーキセ艀ザミ｛l
P力溜9訂’fe5　窪肱51r81’3　c〔〕　　財二y　ヨシ‘洋落

∫C々ρ055‘ヨξ∂r8　C儲i項U員ily　ウキヤがラ群落

　ノ｝ρ々召　’副’∫0’舶　CO頚飢職ily　ガマ難診落

　ハ’ρゐ3　ar19σ3faf　午3Clfρ　　ごr1σ甘ef‘・r　CO舞日鷺Ri時「　ヒメ壽「τ一サンカクで1羨落

アorδ謬06r8ωρ　げ昌∬∫ησrπ　CO銅講U皿i【y　ヒ斗ムシB餐樽客

CoI…言＝nUnity　typo

Re且e、・61・e6ereI圭C巳nu互11ber

Orゆmh・e［ev6　ntln・beK・

Releve　s至ze

AR圭ζude

Aspecヒ
Slope

、vaしerdePしh

㍊ei暮htofherblayeエ幽

Coverare　o「he［・b　laver

Nun】be鶉・ofs）ec韮05

｛洋落区分

』し蹄「｝
調壽】査凌｝i｝・

紅霞〈げ手匡ぴ1（即’）

詳扉季女高（m＞

方位

傾麟（o）

水rπ〈cm｝

PΣ本紀｝の脛毎さ（鋤

苧：本島の柑鐸実rα）

出藍ε夢良数

1　　2

Az　Az
135　正3・茎

l　　l
42　　42

L　　L
O　　O

O．6　0．6

90　　90

4　　T

3

Az
夏38

0．6

42

L
O

O．4

70

6

4　　　5

Az　Az
L41　　142

6　　2
42　　42

L　　L
o　　a

o．7　0．7

9う　　go

2　　5

　6

Az
128

32

38

　L

　O

O．45

・15

32

　7　　　S　　　9　　　10　　　ま1　　　蓋2　　 13　　　1．1　　15　　 16　　　17　　 18　　　19　　 2“　　 2ま

II郎71．！g16…．Ig24H寒2SHg34Hg18H暮25三1耳19薮g3511922更lg2蓋Hg23正．｛g29119361．lg33

30

も

O

l．3

正00

？

4　　m
30　　4G

L　　L
O　　O
1．2　0，6

100　95
9　　　・雪

4．5

35

0

40

L　　L
O　　O

O，6　1．2

100　100
4　　7

4

30

L
O

　圭

100

7

16

40

L
⑪．5

2

90
17

0　　10
3G　　40

L　　L
O　　10
3　　2．5

100　？0
7　　　3

25
40

10

40

18

’匪0

L　　L　　L
5　　10　　0

2，5　　L5　　1、5

100　　100　　80

7　　3　　2

8

35

1G

40

L　　L
O　　10
1．8　2．5

95　　so

3　　3

5

35

蓄．

工GO

go
l

剴切服【…ri註1　9　 】eci　　s　 of　　
on1LI｝

　　乃ヤηわ万54｝4‘55【’みわノBp三。召離

Di価［enli烈s，1・de・n‘，、wru聴1し

　　遵r｛’ηd1｝，θ〃4ゐガrf々

Dl∬erentia［so　　of　D隅m
且πん～冴河0ηん15ρ’凶’ε

⑳’ノ0ゐゴロ’πρ即r四bゐ0’0ρん邑’耀

．4部∬かθη〃セ」ηρ11ア11召

5ノε’摺5【’ρro　var．η砂ρρ刀1加～1η

ZZos‘3”10ηε日π3

0訟1貫’ηρ留05εゴ5θμ汐ε∫03

エリ℃oρ【’51刀ご～ρoん∫aη1’5

Chamc〔orall｛1一四摯幽
　　α”層θ．r’ゐ【’！3ゐθ贋ガ

　　句’‘ゐ以1η1β～7σoρ5

　　磁～幽θκd累5ρ｛～z3‘π

⊇藍麺盤1一　　撫π7召r‘z1澱」a　5∫か1垂1b8

　　α｝割’【rη75∫θゴ0／4万

　　Plzragロ1ゴωs“ロ就r‘葦’【台

　　5c四やμs♪宥8‘～雌

　　乃アゐf卍1θ庇乃万溜

　　乃Pカa8η8πSωm
　　3cカpr～5‘’ゴ9μe‘ρr

　　∫わ翻脚oge診α」ゴf5ε」｝7αr’ε

　　兆』‘～Cカθ8／0ゐ033

　　1加μθr口留の4カ1ゴガ。πvaLたOP∫11きゴゴ

　　なθ，7汐ゴθη如‘溜

　　召7θゴ31玄a3σ甜〃68η5　v3と・．η1ρfエ・ε1’

　　Ooη8ηごみ。／h肱β刀1c冴

　　PO〃君0’2【’mε加ごηbθノ写ガ

　　β研8bθε己r111　a2Ψθ〃3θ

　　ム。η∫cρ1”瞬rρoηたa

　1万η1θ鐸’々0工η∫ゴ｝0ρ0ゴπvar．εθノ181冒

　　ノロη鱒θ価5‘r5　vaLゴθご㌍∫θη8

　　ε3η8μf50rδπ0茄ご加丹万3

　滋r‘θ〃2∫5治ρ～カ～oβρ8

　丑0∫湿η7Uノ‘fπor”

　　8ノ♂eη5加ηdo5四

　Pノぞ摺ぎ〃ゴ‘θ5ノ々メ70μゴαz

1η落区ク｝蒋重

　　ヤマイ

．響飽1琶砿1式ラ♪孝雫

　　トダシバ

君寧落区クナF歌

　コプナゲサ

　　ア壽パナ

　チダケ肪

　胸ゼリ
　　オ．1ハ’ギざウシ

　ヤマアリ

　　ヒメシ源

鳶真集垂票徴・区ラ♪種L

　アゼスゲ
　　ミヲ’、ギ

　海スパ

君ド藩μ．分夢配

　ウシノシッペ｛

　キセ；｝アサトミ

　　ヨシ

　　ウ静かラ

　　がマ

　　ヒメガマ

　サン舷イ

　　ヒ肱頭

髄伴稀
　チゴザザ

　チガヤ

　ニガナ

　ヘク効ズう

　セリ

　　ミヅソバ’

　スギナ

　スイカズラ

　カリマタカ，ヤ

　で

　ワレモコウ

　凝ギ
　　ノ仏「プ

　アメサカセンタ「ンク「サ

　プ∫レヨシ

22　22　43　12

2・2　2・2i 十

1・2 55　5　1
＋・2　1三

1’…

55

1・2

5・5

＋・2

1・ま

2・2

4・3

3・2　　5・5　　4・4　　4’3

4・4

＋』2

1・圭 3・3

　　　　2・2　　　　　5・5　 5』5　 2・3　＋・2　 5・5　2・2　 1・2
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＋　　＋　　1・2

÷・2 ＋・2

2・3
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十

十

十

十

十

十

十・2

十

十

3・3　 5・5　 5・5

1・2　＋・2

十

1・2

十

1’2

十

1’王

十

3・3

1・2

十

十

→・

2’3

4畠3

÷・2

5昌5

1・2

出現…回の種超di巨on田　spじcle5〔コccロrrlng鋤C吐聖la　rel群6　rol　nce　no，　2：〃’辺∫dσ躍　〃0鑓アカマヴ予・2，3；ノ湖σ　　島！π’eπ　　翻コウ均’イゼキショウ十，梅．　’颯肋μβか‘圏r幻～スλ㍗ノヒエ十，

5；58ぐ0’0ノ君ρ　～．加ゴ’C言　va「．　ory彦e’σr厚厨　ヌメリグサ　｛・2，行：，勧‘e層’ム．儒ρr’η0ρ．ヨ乏ギ　い2，　1恕Fびe戸l　C君πσeη∫　va「．摺8「ro「ヘクソカズラ　1・2，’，01y9σηび爵　肋召ηδerg”　ミゾソバ’　卜2，　‘”ハ

’躍月ヨκ召C　ノハラア■　ミ　1・1，　∬μρカ0「占1昌　ρe最’η8π3　　タカトウダイ　1・1，　κU占ぴ∫　ρ昌ハ・’∫σ’　　　ナワシ躍イチゴ　　レi，　0ρ1　　Cηび∫　ロηびび1置f’∫01’　　ド俵r，　」召ρ0η’cr’．y　コチデミザサ　＋・2，　、甘此幽ro．写’eκ臼」Ω　ノ躍ρ0’厚CU房　ノサガ

ヤ　矛・2，　乙。〃’σ6・r己　ノ認ρθπ’cご量　λイカス’ラ　÷・2，　謡’1π’碑　rるび愈々or4互1　ヤマラフ÷ヨウ　十・2，　ρ　　　core冴　∫8ρ0π’rε　をマノイモ　÷・2，　ごoccσ’ぴ∫　orわ’c厚～訂’f’∫　アオッヅラフシ’　÷，　κo∫‘聖　’〃‘’ae　アス’マイハ「ラ　f，　ご｝刀召η‘’存τ’堺

∫μb／3厚ごeo佃ω研　var，81’巨〃。’び寵アズマ勇モメヅ片÷，孟y　　c々畑　∫orご‘畑e1　ヌマ｝ラノ壕十，　B1げθβ5　’rσπびσ∫葺　アメllカセンダングサ　甚，五屠酷’rσ摺。醒　　 ∫ρノ’μ照　イお“ダノキ　↓，　ρ’05．cσr‘・3　ω虎σrσ　1ニト’ユ0
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｝，　19：　，1r々yr’σ灘∫冴poρゴごεr餌　シケシタ「　量・2，　通儒ρr／oρ　　～　b鐸1γ1ρ螺1f珊‘’τ〃8　認　ノプト「ウ　十，　σρ’　凝し’πμ∫　ロ’rびび1謹f’∫o”び．写　yar．　∫書ρo’｝’‘・び5　ユチヂミサ　婁　÷，　潴産e〃’銀　’「’roノ’3r8　ミヲ炉、「アケビ　　÷，　｝　r

CO∫κηβ”38　ヤマプト’ウ　十，　肩：C破四〇’1ηa　80訂碧瑚’5　ツユタサ　｝，　t6：1♪8π’C‘柳b1∫び’carぴ目　ヌカτピ　董，　POly辞0ηロ首5’ρ占g1ゴ’1　アキノウナギツカミモ，　17｝，100rぴ5　C召細節厚∫　var．　a刀gσ．貿πざi’∫　ショウブ　ξ，
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Table　5，　Small－herb　communities　In　ollgotophic　wet｝and貧栄養湿性草原群落

1：　Z「r／oo8召1017カ。刀〔10θη5θ　com姐縫擁iとy　 ニッホリンイヌノピケ’薯洋落

2：　歪）einostema重。－Erioca魏｝e韮慧棍　hondGellsis　　サワトウカ’ラシーニッホリンイヌノピケ’裏零落

　2a　　Subass．　with　彦f∫oca［110刀　力。ηげ。θ刀3θ　　ニツホ．ンイヌノピケ．亜量洋集

21）Typical　subassocllltio［1　典型璽群集
2b　Subass．　with　Coθ∫～lcわη‘りapo加ca　ヒナザサ亜群集

3：　Brioc＆uion　decemnorum　var，llipponicu田一Rllynchospora　faberi　commmi呈しy
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イトイヌノヒゲーイトイヌノハナヒゲ君羊落

　3a：S曲unilcomm．　willlσ’1・fcσ1ar’a加〃d8　ミミカキグサ下位単位群落

　3b：S曲UililCG田皿．　wilh　P伽∫げθη∫〃。〃a　アカマツ下位単位群落

　3c：　TPical　subunit　co磁磁unity　　箕廷型下｛立単イ立「群落

　3む：S曲Uiljtcomm．witb　Fl肋r151y〃33曲か13ρ1c甜a　ヤマイ下位単位群落

き

Community　type

Relev6　re艶rence　number

Original　relev6　nulllber

Relev6　size
Altitude

Aspect

Slope

Water　deeps
Height　ofherb　layer

Coverage　oξherb　layer

Number　ofspecies

群落区分

通し番易

調査番号

調査醐積（【♂）

海抜高（ゆ

方位
傾斜（。）

水深（c組）

華本厨の高さ（cm）

蘂本層の皮被率（器）

出現種数

1　　2

AZ　AZ
136137
0．8　1．2

42　42

L　　L

G　　O

40　40
40　45
5　　5

3　　4　　5　　6

Hg　Hg　AZ　Hg
26　 27　124　31

1　　1　0．5　1
40　　4G　　42　　35

L　L　L　L
O　　O　　3　　0

5　　5　25　10
60　　50　　70　　50

5　　6　　8　　7

7　　8　　9　10

HgAZAZAZ
32　125　120　151

1　　1　0．2　2
35　　42　　42　　42

L　　L　　L　　L

O　　1　　0　　0

10　　40　　25　　30

70　　70　　70　　50

5　　5　　5　10

11

AZ
玉22

0．1

42

L
o

25
65
5

12　13　14
AZ　AZ　AZ
123　199　126

0．2　0．2　4

4．2　　4．2　　42

L　　L　　L

O　　3　0
27　25　25
75　80　70
6　　7　　7

15

AZ
14．7

2，3

42

16　17
AZ　AZ
146148
1．5

42

　　　　18

　　　　AZ

　　　　l．49

1．5　6

42　42

NW　NW
L　L　　5
0　　0　　0

2G　10　10
3G　20　70
9　　7　9

10
0

20
4｛｝

9

19　20　21
AZ　AZ　AZ
152　121　150

1　0．2　2
42　42　4．2

1．　L　　L

O　　O　　O

20　30　15
20　80　30
9　　4　　6

22　　23　　24　　25

AZ　AZ　AZ　AZ
144　140　14．3　139

0．6　　6　　　2　　0．5

42　　4．2　　4．2　　42

L　L　L　L
O　　O　　O　　O
4．5　　20　　4．0　　45

40　　80　　75　　75

11　5　　9　　9

Di晒reut漁L　s　ecies　ofcomm：
且ゴ00∠～己Z加力0貯留θノ15θ

Character　and　dif艶renti一

群落区分種
　　ニツボ。ンイヌノピケσ

群集標徴・区分種
　　サワ、トウカ“ラシ

　　ハリイ

　　ハイヌ対

下位単位区分種
　　ヒナカ炉ヤツ弩

　　ヒナザサ

群落区分種
　　イトイヌノハナヒゲ

　　カ1」マタガヤ

　　イトイヌノピケ’

　　シカ舛

2・22・3　　2・23・33・3　　・　　・　　・　　…

エ）θ1勃056θゾη∠～　レ7’0な0θ口」し～1

E艶。｛加2ゴ500η8臨8var．メぎψ0刀1’α7

磁。α’ｫ∫3fη砒θ

6伽α～・こ～5魚。α’ゴα5

（b6漁酌ηθノ妙0丑メoa

1砺α2（ぬ0卵02彰～倉わθ1ゴ　　　　　．

n’ノ刀αゴθ0171∫疏（脚06た～var，’θノ1戯饗

珍～フboaこ！ノα2飽0θ1刀伽’Z～Zηvar．η脚0／71ヒ己11刀

辺～θ0（ゾ～a2ワヒヲ用’0ゐ乙Z1ぞ～θ

2・22・23・3　1’2　＋

3・3　1’2　　・　3・34・3

　・　率　　・　1・1　・

F
・　　・　　；÷・2　＋　1　・　　・　　・　　・　　…
　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　■

　ボ　　　　　　　　　　　　　

・　1÷　2・31　・　　…
　し，囚　．一一一一圏　圏　圏一，」

’　2・3　 ・　＋・2　

　　　・　　　　・　　　1・2　 2・1

・　　・　＋・2

3・43・32・2
＋・2　・　2・2

4・4　1・23・3

　・　2・22・2

3・3

2・2

2・2

1・2

2・24・44・4
2・2＋曹2＋・2

　・　4・43・3

1・21・2　・

4・32・24・42・22・32・23・3
2・21・21・21・2＋・21・2　1・2
　＋　　…　　　　　　　3・24・43・3
　十　　　　・　　　　…　　　　　　　　　　　　2・2　　　・

3「32・2÷・2一←・2

2’21・21・2→一・2

1・2　 ・　＋・2＋・2

1・2　…

Dif董brential　s　ecies　of　lower　units’

乙1直～ゴ。召ノε～1ゴご～わ煮｝’（ね

乃｝1召3ぬ刀5玉偏～饗

エカて｝5θ1鴇2り孟口11∂∫ノわ万a

伽∫〃180乃f2　cめ訪」り∫融5

θwα’隔月メヨPO刀∫oa

二刀〃1ゴ5融b5i～わわ∫卵ゴoa孟∂

ノ言付（ぬθ8∫0～＞08θ

加ρ（刀饗顔¢蜘勲ゴ0々var孟0θノ14クン’

下位単位区分種
　　ミミ駐グサ

　　アカマツ

　　モウセンゴケ

　　オカトラ材

　　センプ弓

　　ヤマイ

　　チゴザサ

　　チガヤ

1噛1　1・12・2ウ・ウ 1・213噛3　3・3　1・2　1・2　1・1　＋　 2・2　 ＋

　　璽

、

1・2＋・2

2・22・2

十

・　＋・2

　ア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・　11・1　　十　　　　圏　　　十　　i　　・
　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

・　1　・　1・1　王・2　　・　1　・
　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

・　i　・　　十　　　〇　　1’Ii
　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

噛　　1　　，　　　　　曜　　　　　十　　　　　十　　1　　¶

　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　闘

十

十

　　　ロマロロコ　　　ロロロ　　ロにににロロロロロロロコロ

・　1　・　2・22・24・3i
　ぼ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

・　；＋・24・4．2’2　　・　1
　エ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ

・　｝1’2　　’　　・　2・2i



　　励ゴ00々ロZOηま21ゴ9召θZl’ヨ12召ノη

　　2）rθ1コ冶olθz1診a孟a

　　諏ηoロ5血α2ゴθ丑3溶

　　＆～0α’0／印8∫3∫ノ1（澄セ盟var．01アZθ‘0！召ノ刀

　　．4川刀伽θ伽ゐ漉∂

　　ゐηω5θ飾3こ」θvar．びθαカ∫θ刀5

　　伽α蜘加ノヨ灘ノη
　　∬9αゴ5θ6α々2θ1●1ノθη5θ

　　ノ肋θノa　（カ’∂1】直z～θ1・8

　　緬∫a／aメ7011∫oa

　　命盈鉱ゐθ5曲θη5二5

　　加納設118α5嬬8
　　砂孟ゐ川丑7aηoβρ5

　　の1励加η僻コ効。加ゐ乙1ノ刀

　　R伽1cゐ05pα・紐助勲ηa
　　2ヲαZZ｝05帥’5｛メθη3a

　　乃｝ηわ1τ～冶帥’8｛ゴ∫0ゐ0孟0ノ～1a

　　磁Zo1’ロ鎚ノη∫α’a躍伽

　　品刀8乙1メ501加。礁轍廊
　　君。θrα’鋤θ騨乃加ノ刀

　　挽ノ0刀fop3∫501ゴθ11虎～」り「3

　　P～θゴ0わZ85‘α50／71ho

　　酬Σz！辞～87￥～‘7泌画」7ユ盈

　　琢5珈∂ぬ8命2加ηθノ

　　勘5ρaノ【1加ぬ」功θエ騨

上級単位の種
　　イヌノヒゲ

随伴種
　　ニガナ

　　承ソコウカ．イゼキショウ

　　ヌメリグサ

　　トダシバ

　　イ

　　コケオトキゆij

　　スギナ

　　ヒメゾソ

　　シバ’

　　ネゾパナ

　　ヒメがマ

　　ミソハギ

　　アカパナ

　　コイヌノハナヒケ’

　　イトハナどテンツキ

　　テンツキ

　　アリノトウク「サ

　　ワレモコウ

　　ウリ加デ

　　ショウシ’ヨウハ’カマ

　　アズマネザサ

　　ヒメクグ

　　ヌマトラノオ

　　スズ〃ヒエ

十

十

1・2

1・2 2・2

＋・2

＋・2

十

÷

　　　＋・2

1・2　＋

　　　　十

1・2

2・2

1・2

十

÷

十

÷・2

1曜2　　十r2　　十r2

　・　　・　　十

÷　　　”

＋　1・2

1・2

1・1

1・2

十

3・4

＋・2

＋・2・

　　　　　十

1・1

1・1

＋・2

　　　2・2　1・玉　玉・12・2

　　　　　　　　　　　　　　　　十

十　　　1・2　　　　　　　1・1　　　・

　　　＋・2

　　　2・2

十

3・3

1梱1

1・2

出現1囲の種Additional　species　occurr睡g　once　in　reievざreference　no．　5：7y助8朋g媚’8’aヒメがマ手・2，6：〃功∫u〃a〃。8ρ5ミソハキ’十，　IG：Eρ〃。厨び切ρy171c々。／oρ加〃1アカパナ十，
14：　Rカy丹cho∫ρo∫8　∫汀ノ1」ヨ’～8　コイヌノハナヒゲ　　÷・2，　16：　βロ1わ03ごy113　（ノθη3～i　イトハナヒ’テンツキ　1・2，　F1πr～）r1∫fy1∫5　（〃。カ。’o刑a　テンツキ　正・1，　正7：　1∫810r89ノ∫　〃11σr8η〃｝a　ア弓ノトウク’サ　1・2，　5a刀8びノ∫01’わa

of∫1〔yf1～ヨ11∫　ワレモコウ　＋，　…8：　ノloθr　cr81aθ91∫01∫厚卯　ウ1」カエテ’　1・1，　∬eloηfoρ51∫　or∫θ刀’8／f∫　ショウゾヨウハ’カマ　…・1，　ア∫θノ。～）1ヨ∫’ひ5　cカノπo　アス’マネザサ　＋・2，　24：　κy／1∫η9∂　g〃～c111∫〃’a　ヒメクグ　　1・1，

25：　ゐγ∫∫η1ac々1～～　10r’σηθ1　ヌマトラノオ　1・2，　1：　Pa5ρaノση1　’力召刀わθ1『g∫f　スス’メノヒ工　十，

Relev6　date調査年月日 no．1，2，5，8－25：1997年iO月13鋼，　no．3，4，6，7：1999年10月11日．

鍵
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Table　7．　Castaneo－Quercucetum　serrataeクリーコナラ群集総合常在度表

a＝Subass、　with　Smi三ax　sieboldilヤマカシュウ亜群集

a1＝Subass．　w宝th∠r甲ゐ01カノa　s∫θゐ。ノ磁～刀a　　ナツトウダイ変群集

a2・Typical　subass，典型変群集

b：Subass．　with伽1ゴ3メ4ρoη∫囎　アセビ亜群集
b1：Variant　with　67白ノエ1a如‘6り71辺と）ノ贋　　　センニンゾウ変君羊集

b11：Typical　subvar．典型亜変群集
b12：Subvar．　with漉わ刀ノρρ5∫501ゴθη‘8／齢　　ショウゾ3ウハPカマ亜変書羊集

Comlllunity　type

NumberofSpecies

群落区分

調査区数

b2：Variant　with　Oαθ1でに15　aα～‘ヨ　　アカガシ変群集

b21：Typical　Subva「，　β無風亜変星洋集

b22：Subvar．　wj．th施ノ吻そ～ごz油わa　　オヤリパグマ亜変群集

b3：Typie組Subass．典型変群集

a b

al a2 b1 b2 b3

bll　b12 b21　b22
8 2 15　　22 13 7 19

　θαe～でこ」55αmむ8

　．40創・α窺ヨθψz～α切

　聾～ごαカノα加0励a1万が

　Oas亡aηea　c輪蔵a亡a

　蝕’御焼δ2忠5σθηε
　∫ケ・ZJηα5γθオセgo召1π海

　”δπ澗u珈ノ一拍か。凝励α加

騨集標徴・区分種
　コナラ

　ウ1｝カエデ

　ナツハゼ

　クリ

　ナカぴハひコウヤホ’ウキ

　畝ミザクラ

　オトコヨウソPメ

下位単位区分種
　ヤ肋シュウ

　クチツボ．スミレ

　イヌシデ

85　V
81　1V
57　H
54　V
49　11

42　iv
33　111

V　　V
v　　V
III　IV
工V　　亙V

II　　III

II　　II工

＋　　II

V　　V　　V
V　　V　　V
豆V　　V　　IV
H　　　111　　亙v

Iv　　　V　　　III

II　　III　　III

III　　IV　　III

　伽ノ1ヨκ5ノθわ01ゴガ

　物な劇γρ06θ1習5
　α～1p加正1β‘50占。刀05左が

　融3ヨθ伽sp．　　　　　　　　　　　　　　　　アズマザサ属の一種

　∠『乙’1フゐ01カズ35fθ∠｝oノと痴11θ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ナットウタ9イ

　ραθ1即3aoα爵8加1a　　　　　　　　　　　　タヌキ帥

　加盟認加α絆ノ宿ηヨ　　　　　　　　　　　　　イヌザクラ
　1～召かi」5ρ8ノ冒励ノノ賀5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナワシロイチゴ

　1㍗フ6θ四四伽／｝町σ？∫alla　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミツバ．ツチク’り

　伽α川sp召η卵ηs　　　　　　　　　　　　　手慣マボクチ
　．41ηρ吻5なわ搾吻θゴ己～ηω海細　　　　　　　　　ノブドウ
　ノ『ゐノニ｝7η8ノと￥フ‘05オ80孟Lμ8　var．乙～5ノと～‘1c8　　　　　　　　　　　　　ハエドクソウ

　．敏θわ血9画η認a　　　　　　　　　　　　　　　アケビ

　E蝦ン餌3ρoη加　　　　　　　　　　　　　　　ヒ勃キ
　P1θメ。うノa5εL～3酌加。　　　　　　　　　　　　　　　　アズマネザサ

　7抽面θわ5ρα7η‘～加紹∫a漉正」切var，加勘翔θぬ～用　テ仙カズラ

　触壼メ姻。痴囎　　　　　　　　　　　　　　　アセビ
　α8苗凋6a1方加θノ・砿5　　　　　　　　　　　　　　　リョウフ●

　ゑ加5跳～θヨ岬初朝川　　　　　　　　　　　　　　キッコウ、グマ

　肋助a5ρ寂訪ぬ診θ　　　　　　　　　　　　　　ツウパネウツギ

　磁加枷面メ即。η勲　　　　　　　　　ゼンマイ
　ノaゐ。祓）obηd～切2／aρ㎝メ6z11η　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レンケナッッシ’

　αθ加説心置留η吻畑　　　　　　　　　　　　　　　　　センニンソウ
　伽5001ぞ∂　オ0ゐ01η　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トコ臼

　∫「Zθo白膚η訪〃3加1艶κ召5　　　　　　　　　　　　　　　ヤマ1、ッカ

　∠4｛ブθη6メ）ゐ02旧孟～功ゐア”8　var．ノaメフ0η∫oa　　　　　　　　　　　　ツ1」ガネニンシ’ン

　ム伽∫oθm裁ρo痴。∂　　　　　　　　　　　　　　ス肋ス’ラ
　搬～乃。／7左～ノaρ017jca　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒイラキ’ナンテン

　勲ez勲α撫ξ～qこ～伽こ召τ1　va1コ．　Zaオ1α50αノα〃z　　　　　　　　　ワラヒ’

　＠θ1側3ao廟　　　　　　　　　　　　　　　アカがシ
　撫如刀∫ρρ3溶01ゴθη‘8ノ拍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ショウシ’…ウハ’カマ

　〆1〆η5ノ珀θa～ヨ（ノθノ茄ノ拍var．3疋」わ∂メフ。【加　　　　　　　　　　　　 オクモミゾバク’マ

　幽㏄酌fα鋭ゐ力甜1η　　　　　　　　　　　　　　　　　ウスノキ
　！窪5励θ訪正1／7Z｝θ1窺ノvar．　ooη卵5‘θ　　　　　　　　　　　　　　｝1〕アシショウマ

　距‘’6乃fρρ6θzゴ5η加。ηノ翻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シシカひシラ

　エヒ”η乞θ〇四五励var．θ伽孟∫08　　　　　　　　　　　　　　　ネシ●キ

　蝕㌍血蜘加　　　　　　　　　　押1バグマ
　κho（ノ。｛fe耀煽り13　sθ切fba1もa加揃　　　　　　　　　　パイカツツシ’

　＆～5aわω珍a船　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スズタケ
　ゐノ｝1龍1望～こ～ノηわθZ盈‘a　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クロモジ

　07卍xdα噸始η潔　　　　　　　　　　　　　　　　　ケスゲ

ー　　　　　　　　　　　　上級単位の種
　∫～ゐ。ゴ。ゴθ1πノ2ηノ22ヒaθノη1フfと弐～ゴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤマツッシf

　伽ノηヨα切フoo磁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アオハタ’

　乃鴇λゴη‘～55ノθわ01【加ηヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ，レノベアオタ’モ

　励己～ノ？躍加曲目6醒刀　　　　　　　　　　　　　　　がマス陵
　乃．【～η‘～5即田」袈ρa　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウヲミス’サ’クラ

　勘雌自ゴ訪。αη脚　　　　　　　　　　　　　　　　ヤマ嚇シ
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(Tab1e 7. fi3)

Community type gevaxfi

  thZtidalpaiaponica
  SlolldEigv ofign'atu'ea var. asiaafca

  V7btuntun viuiigthtii

  Sts-HNj'aponica
  S}niLaN biffOtva var. inv'"ervula

  LonicetngivaeiLipes

  RevnitsJ'amasakura
  thspot'ttni smiLacinum
  Clalpinusla.nhra.
  Ilout'thiaea ;LtLiosa var. laeva's

  Caren nane2Za
  Smilaxnippolliea
  Euorymus alatus var, apterus il ciLttitodentatus
  Clalamag?vstis ai"undnacea var. braclu,iniicha

  Latiiceive g?:Eicitipes var. glabtn

  Cla1er sidetvsticta

  Rtnus densfr7bra
  Zkntho:ryftimpipeiv'tum

  1ittlopanaxpictus
  E)Jimediuni g?RncLEE7orum var. thttnbetgr'anum

  Aeerll]ono
  MlagnoZia oboyata
  AaanthopanaxseiadQplij4Uoldes
  thZtictiipa moZLis

  Acersiebaldilanum
  Euopmttsarypbllus
  Acerpaimatum
  Acerruffnet'ye
  Chrnus contrvversa
  Beiniemia racemosa
ptt

  Akebia tiiifbhata

  Ai'diSial'aponiczi

  Abieslltnia
  lleNat'enata
  Cl;vnbicliumgoeting?'i

  ffbsta athoniaiginata
  AibaLitsea sen'cea

  17etsennta
  Clatex b?ephaiu'earpa

  Asterscaber
  7hipterospermttm]'aponicum
  AucubaJ'aponica
  (ipZismenusundulatjlfbfius'var.j'aponictis

  Lhtiopeminer
  JlvaolaJ'aponica
  LVFSter:r'n 17btthtmcla

  AtivacqJ4lodesl'apeniea

  dsmanthusheteizmbJLLIus
  1laedetv'a scvandens var. mafrev'

  Lespedeza bico?oi' f, acutilbEa

  &Jptomeliaiaponica
  Rubus pahnatus var, eoptophxUus
  Ligusin'timJ'Eij)onicum

  Qphiopqgon]'aponicus
  SndeN ahina
  FlatsiaJ'aponica

  LiUumaututum
  P7bla rossiV

  Ai'tenmisia kei'skeana

  thcculusblbitrulatus
  Angeffea deetusi'va

  Clelastt'usoibiculatus

  ffbdeiva ithombea

  Empatblium chinense var. simpheit?iffttm
  IZ?i'thenaev'ssusinv'etispidata

  Stephanandivaineisa
  Uibla maimoi

  A)ptVi7'

  7Wiij>VO
  ;･ V?h" ?X' ;･

  I]' ]i

  gJv?J

  V?VV' fxhV' i

  t?ij')i

  fl' lv

  7h)t'

  hyvh
  $VA'ttw'Xtr'

  efyt7'

  lvll･
  ]h' g?x
  ij)' IlhV' 7

  Ph' *Vb

  7h?V
  ti>vl"
  }1iJXV

  lhVV"
  IfiVhlf'

  *tJi
  ])77'i
  V7'A)pt
  :AVfVhli'
  vVJ"t
  tetxtsv"

  "tjJNP'h!f'

  ;･x'i

  )??ti'

meeept
  :･VA'7tst'

  ?7']ijY'

  l:･

  I]Ytr'

  y:>i>
  )]v i' rk' ov

  )ga' e
  ijptIF'i

  yu"v'1ijxtr'

  ))?IS')
  vJ>i)>F'O

  7#
  ]ff' :' tr" ti

  tsw'i>
  tfij)vo

  7)'

  t)i
  tli¥
  A)Vnt' fi

  lelll}'

  xi'
  {G)'dfl'
  *1 l･{f

  y' vJtv
  ttJ}FYii"7

  wf'
  ??]")
  7trSif IX;･U

  ･tjSIX
  7tVV' )7)'

  fe" tr

  vJ}"pttFi

  w"e
  tllKl)fVt

  tvv'e
  11'S9:ti'

  ?WIGV

etc. gL'FraG
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85
84
83
se
se
77
70
68
67
64
60
59
56
5tl
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Table　8．　Or｝’ρf㎝θr1∂ノ∂ρoη～oa　plantationスギ植林

Or｝gi…1al　reiev6煕mber調査番弩：AZm，　Re｝ev6　size：調査而積　8Dmε，韻tlude：海抜高　58m，　Aspec［方位：顎1，　Siope　傾斜：15。，

Heighl　oRree【ayer　l夢蓬木屑の高さ：i8田，　Covcrage　ol　lree　layer高木癬の植被率：§G％，

Hcignl　o「herb　layer草本履の高さ：0．5m，　Coverage　o楠erb　layer草本層の植被率：i5％，
Xu阻bcr　of　species　昌：1現種数：　59種．

　〇～ワ〈ρω刀1αゴヨノ∂ρoη∫ca

　抽‘3盈メ8ρo轟α～

　八boz～齢θa　5θ2プ。θ召

　エ万5ρ02・エ1η15π7加。加盟1

　凸！・訪θηoo∫諮z15白ゴα贋ρ1【治6認

頁’＝二．．里

スギ

随伴種
　ヤツデ

　シ目ダモ

チゴユリ

ナブヅタ

鋤5zηθノユμ5αηζ～賀加砺’μ5　var．メ姻012メoz13　コチチPミサ「サ

湧Z～ω加メ妙0ηメca

エ）θπ（かqρヨ11冴x白盟ゴσ5

7｝盟。伽’3㌍ロ3血πzlz1θノ

。々1響』f5漁η5漉頗

勧π5ノ盈四η必a

んて掘冴メ3ρoη∫o召

鰍5θzフ旧砲

9ロθz℃π55θ～m佃

アオキ

カルミノ

シ詔

効博ソウ

ヌ｝レデ

ヤプコウシ’

ウメモドキ

コナラ

T5・5

H1・1
H1・1
H＋・2

H＋・2

H＋・2

H÷
H÷
H÷
H＋
冠÷

H＋
H＋
H＋

∫訪3ρゐ∫0毎ρなロηめθ茄～ご8var，加‘解ま暫π18マルパノシャ1｝ンパイH＋

0々1・θκノθη餓

励η舶κわ漁ヨvar．カ7勃θrWJ」曾

痴刀坊。耀んη1ρ加θ1ゴ加刀2

五忽こ13な’μzη力ρoηゴ。珈1

漁乃0掘8メ卿0η1b8

∠鐸f溜8融冶dθ功zηノぬ3

君∂占d飴メ砂。η必a

湾わ珀5漁四盟

勘μ5甜勲oo3／P2
ノ～己め冶a左a！1θ

0融8自・μ50～・加。ロ血ごu5

0∫05ρ脚5舶痘
多醜6θ1惣猛刀ゴδZJη幽

ナキリスケ，

嚇マメ

サンショウ

ネズミモチ

ヒイラキ「ナンテン

オカトラ材

オモト

モミ

ヤマ協シ

アカネ

ツ浩ウメモト「キ

カキ

フゾ

H＋
H＋
H＋
H÷
H÷
H＋
H牽
H＋
H÷
H＋
H＋
H＋
擁＋

1凸ゴ0ゐ05a刀ご乃θ50π0り1ηθZり漉3

五〇ηゴ。θmメ3ρo加08

肋5佃1η0η如だ∂

A／1卵伽（治ω1写f昭

7｝塑艘り5ρ創切召切メ∂ρo加。ロノη

乃～θ感9Zプ850a刀曲15　var，η7毎～召ノ

刃α加51η」α■（～ρ嗣α5

0b2η召560η飽㎎z3a
β己～ozり盟エロ50卿姻α5

動1アm冴ノεμ05ごヨ。毎慣var．∂颪3だσ8

レ勾。αh∫己」1刀力か加η1

湾5鹸’88ロ窟。漉5var．加1旨θ£加oa濡加5
％召月7α加（力抜良～如躍

幽。自盟η6ゐ己」5加魚xロ3

／1加曲θ8日ρメ。ロ盈緬

ω船5加θ副3var，裁ρ㎝∫α～
加剛照ノ禦α1∫08

0boα～ノ‘」5ωの盛。ロ」セ～孟ロs

漉xα鴇η3細
飾∫0わな5‘こ’5C占加0

ゐ忽ロ5自’こ」η10ゐ加5謝～μ1η

ラスウll　　H＋
スイカス’ラ　　　　　H　　＋

材ハ’ギボウシH÷
ノダケ

ツ汚1ナント「ウ

ヘク効ズラ

ニカ’イチゴ

ミズキ

ツリハ’ナ

ハエドクソウ

ウスノキ

湘ヨメナ

ガマズミ

ヤマハ痂

キツコウハゲマ

エノキ

ヒ効キ

アオツヅラフシ．

イヌツゲ

アス「マネサ．サ

イホ’タノキ

E己」0の伽ロ5謡吻5var濯ρごθ川3£（繊～ω4㎝6a‘1」5コマユミ

レ7bZa　82習フooθz冒5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タチツボ7スミレ

勲ノレプa／2加。ηノ（認～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キハ’ナアキキFり

∫～rz～z2ロ581姻ノエθ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウワミス「ザクラ

鋤囎κメ⑳o刀1盈　　　　　　　　　 工コワキ

伽ノη‘6騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 モチノキ

丑05a燭bゐα1習盈η2　　　　　　　　　　テリハノイ1、’ラ
ぬでるθ〃1∫a澱0θ1η05潔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クマヤナキ”

απ朗ゐ毎ρ加1兜甜P∂　　　　　　　 ショウシ「ヨ畝ゲ

＆17漉～κzlfρρoη北Pヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タチシ零デ

H＋
H＋
H＋
H＋
H＋
H＋
H＋
H÷
H÷
H＋
H＋
H＋
H＋
H＋
H＋
H＋
H÷
H＋
H＋
H＋
H＋
H＋
H＋
H＋
H＋
H＋
H＋
H＋

Re玉ev6　date　調査年月日：1997年10月13目，
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τable　9．　Phγ〃os～∂cわγs船fθrooソ。θ1　f．ραbθsoθηs　standモウソウチク林

Or19語al　re｝ev6麗珊bβr調査．番号：Hg12，　Relev6　s｝ze：調奮薦積ご8θm＝，　Ah控ude海抜高：65配，
封ei帥t　o目ree［ξlyer　高木層の高さl　lOm，　Coverage　of　tree　layer　藩看木層の被度：95％，

lIeig｝lt　G£shrub　layer低木麟の高さ：1．翻，　Coverage　Df　shrub　layer低木層の被度：1鵬，
…leig温。£ilerb　layer草本層の高さ：0．6m，　Coverage　of轟erb【ayer草本層の被度：5毘，
翼unlber　o£　species　l．［1三種．数：　58種，

AspeCl　方位：　評70棒，　SlOρe　傾斜＝　250

　P馴03気品粗方θ‘θノリ解血£μ！わθ50θηs

　扱1胆ノ盈ρOZ7∫α1

　〃厩αrθη8‘8

　ρρ融々1θ加」5uηdロな励万ロεvar．ノ妙。刀∫α」5

　伽50σ泥8ご0み01り　　　　　　　砕

　飾メ0ム加5白18C々1π0

　魚δα5ρ潔力η煎～5var．　o（～吻ρ加〃u5

　〃∂乙～ご砲｝儂fa　oor幽齢

　o臼伽ヨ2ア8メ姻ozlj（アa

　7功6θ1η5ρθ㎜こ」加メ禦0η加【11刀

　旋卿二二吻・胃zz8　var，方Zz翫’紐
　A1旨ノ～ヒ～oん～佃

　3卿習κノ冶ρ0ノ抜恩

　κzψ～！5∫加αηρ加眉置15

　．幽αた1ゴ8508刀db／15　Va1・，ノ刀ど～かθノ

αθ1η8‘1遠‘θノ刀漁～ヨ

瀦〃胆θ加3∫5ゐ凋吻θ（メこ11Joz1命盈

五〇加。θ遡メ瑚0η1諏

君乃αわ（1θノ1【カ0刀たaθ灯ψ／初プ

αヨ茄盈ηフ8メ8ρα1∫oa

沌左θわ∫8か雪わz冶‘8

0bノη刀？θ茄18001ηη7μ11∫5

1なxαぞη認2
9ロθ～℃こ～5βθzm餓

0と｝ん～5ご～・口507カ10α盆‘こ」5

レ乃甘切1’ノ刀ゴ痴羨7自〃刀

んb5ご々a乃0盟ピ才岬｝澗ご8

ゐカ7己～1r1ヨμz田自～！刀

。二君力2セ～わa2カ1ガθ2・w冶

植栽種
　モウソウチク

随伴種
　ヒ勃キ

　蘇ツゲ
　コチチ「ミザサ

　トコロ

　アス’マネザサ

　モミジイチゴ

　ドクダミ
　ムラサキシキブ’

　ツ汐リンドウ

　ハシカグサ

　タラノキ

　エゴノキ

　ニが仔ゴ

　ヘク効ズラ

センニンソウ

ノブドウ

スイカズラ

ヤマツツシ’

ムラサキシキブ「

ミツノデアケヒ「

ツユクサ

蘇ツゲ

コナラ

ツルウメモドキ

ガマズミ

コハ「 L’ホ’ウシ

ヤマユ1｝

リョウブ

T　5・5

s

S

H
H
H
H
H
S

H
H
H
H
．H

S

H
H
H
H
H
．H

H
卜：｛

H
．K

H
H
H
H

1・2

レ1
＋・2

＋・2

牽・2

＋・2

乎・2

＋・2

÷・2

÷・2

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

÷

十

十

十

十

十

ρ1）脚‘θ！ゴ5脚付e！z51汐

撫ル冶η加ρoη必8
cこ～θ2で猷55θπ寵a

ぬ1エ訪。坦α甜ρψθ1プ甜π7

1加x5θηuごa

鰹θ瓦5α・θ自ヒa

劫〉ηρ‘θzゴ5ん5のθ5

zうθδ脚‘θ拡3鉾η（ノ‘～雄θ硯

川∂ノθ5∠Σ～Yη8

幽幽z18ど～加η訪方b加

磁1P脇門5凹田0η05左ガ

ハ幽即0カカ0わ0㎎餓．

」へ悟oZ配5θ258癌6細

君4詮ゐ0η冶ノ諏）0／1∫02

5助乞zqρゐ淵騨8加・6力冒η解01漉5

A〃2ρん∫o々1ア8θ々眞～寛ρθ！槻7ヨ

勧己’5ご1ゴ0ゐ0翻2P霞

・4cθro潮ごθ岬ル〃z～ノ刀

8α0卿辺30澱ワ坊〃～13
・40a！1訪ρρ8ηヨx3c冶面ρ友｝｛加ノ礁5

／11’眺屠メ姻。廓αr

α身伽3ψ2！ηo茄冶

勘2」ηηヨ加‘03頗（攻照Vaユ’．35∫86翻

る。／2ゴ。θ畑望習碗ρ05var．諌加8

！4∫η3勲θヨ卿盛αzな餓

Z万ゆ01・ZIZZ25η1勲0∫川1Zη

励刀幽xわ1伽田var．‘1ブηθrレ∠1治

＆η幽xη加。加08
7｝ηc方．γ08ψこ’5ノわr戯’ノ2θノ

・41ゴ3aθノ22βメ8∫フ。η」α11刀

の7ηゐ1〔ガ己！η180θ17｝2劃「

∠身包3η衿表～1盟。㎞

ミサキカグマ　　　　H　　十

キハ，ナアキキ’リ　　　　｝玉　　　＋

コナラ　　　　　S　　÷

サンショウ　　　　S　　＋

ウメモト「キ　S＋
オオハ’ノぜノモトソウ　　Σ｛　　＋

マ拓ハ’へ’ニシタ’　　　｝i　　　＋

ハシコ’シタ’　　　　　　｝1　　　＋

モミ　　　　　　H　　÷

オニゲルミ　H＋
紹シデ　　　　S　　÷
ホオノキ　　　　　　1－1　　＋

シ8グモ　　　　H　　や

ヒイラギナンテンH÷
イワカ「ラミ　　　　　　H　　 ＋

ヤプマメ　　　　H　＋
ヤマウルシ　　　　　　　　H　　　＋

ウり力エテ’　　　　　　愉｛　　　＋

ツりノゾナ　　　　　H　　＋

コシアブラ　　　　　　　｝｛　　　＋

ヤフ’コウゾ　　　　　　｝｛　　　＋

ヤプムラサキ　　　　　　｝1　　　＋

ハエドクソウ　　　　　 H　　　＋

ウグイスカグラS＋
キッコウハク’マ　　　　H　　　＋
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亨‘・rra∫μ溺　トウゲシバ’　十，　存f冶臥ド　ρ‘～’規aイ8∫　var．　coρfOρ々y〃θ5．モミゾでチゴ　 表，　ρδ・oρ’er1∫　わノ乱～e’ゴ3η8

　　　レンケ「ツツジ　　ト，　C8rρe∫∫び廓　d1レ・3r’03’び甜　力’ンクヒ酔ソウ　…・2，　ご召feぎ　〃’oρカヨr’cヨrρ3　シ∋ウシ’ヨウスケ「　3・・1，

　　　’川ヂ躍1廓β「ひ5び卿　コκノガマえミ　｝，　だび。π｝圃σ5　召’a’μ5　膿r．　3ρfer〃5．　f．　c∫∫’3で。ゴeη’β砂ぶ　コマユミ　十，

　　　÷，　π0”fωyρ融　corげユご8　ト’クダミ　壬、　Pe∫asf8e∫　∫ヨρ011rσuぶ　フキ　十，　〃rγoρごθr齢　ご々’ηeη、￥’∫　ミサキカ

　　　．写∫わf／10∫ρ∫01d‘・5　チドメグサ　レ2，　溜05／3　【〃3π〃配fa　ヒメジソ　十・2，　超’ごro、暫‘19∫ぼ冊　ゴごρ0π’σμ認　号サガヤ

　十・2，　1∫謬σ1「

　雪，　窪：　κσるび

クラ片＋，

　　ヤマ参’クラ　十，

Rei〔Lv6　虚亙le　炉｝　年’．Il涯 調。．1，z：　1999蒋三H｝ノ11i目，　no，　3：　1997勢弓O月13日，　睦。．　4　5：　1999《露田月6日 nσ，　o，7＝　ζ999臼モヨ。♪1？｛二1，　no．　8一…！ 1999｛ド10∫llG「」
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Table　12． Roadside　vegetatiQn路傍才直物群落

rCa之・ici｛怨dsae・P，antagilleじu紐3siaticae　カワラスグ・オオバ“コ君羊集

2：EragrO＄t三〇fbrrUgineae・Planしaginetum　aSiatiCae　カセ’クサ・オオハ’コ群集

3：m2η∫5θ甜ノ2瑠垣ρθα〃・oノ詫5　comlnunityチカラシ1・「群落

4：エ）θ31ηooゲロ1ηo脚加41ひノηCQI邉1捻unity　ヌスビトハギ君羊落

δ：α究ρ助フθ伽ノZ27ρピ～ノ・颯9ノ・Z～〃7　Cαηmun猛y　ヒメアプラススキ・群ぎ盛

6：＆細1漁！渤θ1ゴcommunityアキノエノコログサ群落

7：助騨2Z11ηノbη8ア曾θ6［1Zηcon11nunity　イヌタデ脅…落

8：週〃2わ1・05∫8‘1酬8cOlnlntlnity　オオフ’タクサ署羊落

Communiもy　type
Relev6　refbrence　m足mber

Ori露na玉relev6　numbe1’

Relev6　size

A玉t1tude

Aspect
SIQpe

Height　ofherl）layer

Coverage　of　herb　layer

bξUlnber　of　species

1洋1客1ぎラ〉

逝し番号

調査番壕
轟題査閲i殺｛（m2）

海抜ギ蓬（胆）

方位

傾斜（。）

草本展の高さ（の
：ドぎ本摺の右上被擁ζ（鬼）

｛．【．…客種数

　　1　　　2　　　3　　　4　　　5　　　6　　　7

AZ132　Hg20　AZ三56　AZ圭31AZ133　AZ155　Hg7

　　4220、610．916　　68　　　　40　　　　40　　　　68　　　　68　　　　40　　　　40

　　L　　　　　　L　　　　　　L　　　　　　I」　　　　　L　　　　　　L　　　　　　L

　O．2　　　0，3　　　0，6　　　0，9　　　0．9　　　0、6　　　　1

　　30　　　　　　　　70　　　8G　　　80　　　75　　　100

　　2　　　　9　　　　12　　　　7　　　　圭5　　　26　　　17

　8
Hg13
　　3

　60

　L
O，3

85

　15

　9

Hg6
15

40

　L

1，2

100
18

Char呂cter　and　diffbk・enもial　s　ecies　of　assoc重ation＝

　　磁1響甲冨」ぬα’θ8

　　勲脚・05原3ノ吾1γ【18ワhθそ～

　　魚ηノ1！5θ‘口1精々加θo口2ηf（ね3

　　〃θ5η｝0㎡ど！石口0λ二多P卿αη7

　　五励だゴ勧層aθη二刀必ゴ々

　　（＝珈伽θd7口η1ρa～’謂0～’ロノη

　　磁1孤蜘乃捉2ゾ。θψa
　　＆～178こJf501’わ乏～0翫∫遅々Z～5

　　河．r‘θπ1∫5∫々ノ毎）0刀∫08

　　挽緬17’a命わθ1ゴ

　　ノ1晦7ヨη舌ゐθ5ノ毎）0η∫0訂

　　ゐ8c’こ」0β∫η読召

　　晦ηび’ηノ0η87宕θ‘πノη

　　＆如17’β　四日ソ’跳

　　滋ηヱわZ・05∫冴　白弱幽

　　ぼ肋ω刀ご．ゐ召5ε1hθη5∫3

　　ωノηノηθ茄2β‘0η7η2口刀∫5

　　ぬ刀メ。召加　伽μノ。冴6召ノη

　　／壬。ゐノ7セ～η功θ3飴Z〃ゴθゴ

　　θθ！冒ノ1盆～刀7‘みこ～πわθ1汚ワ7

Com　anion　s　ec玉es：

　　伽ノ1‘冴即35∫θ‘fc8

　　幽θ融ブ々508刀礁刀5　var，班81｝・θゴ

　　由’‘θノ刀ノ5∫8P17hoゆ3

　　5b齢80ゆ即”ヨμ1髄θ2　var．85∫θ‘．舳

　　習θfo∂拍5‘召30ゐfη0

　　刃5ワゴ朋017∫θノ毎）0η∫C8

　　ノ瞬とノηε6㎎ゴ【」1刀ノ盈PO刀ノ0£1η7

　　蹴～）ノノロゐ口z砂θη5

　　泥ど」う∫88左aηθ

　　Zら凝旋n▼エ’η～左θ177θ115θvar．ゐ」アα～θ己」α〃η

　　泥03ξ～ノ己1α’8θ

　　勝馬ゴ〃7冴0ん∫ξ～C～θ孟ゐro油5

　　α々飴。ωη∫oz1如オ8

　　＆～6ε～ノ7質8漁zro8

　　母～こπ3θごζ〃刀8／vθη3θ

　　ノ㌃琢7冴ノL～刀エ‘たこ1／1わe2着ワレ’

　　伽加aご∫8‘θ1ソ1血止

　　ρ∫03001’θρ　ご0汝02’0

　　盈θ1飴興ηご8診爾

　　磁2撚丑8刀θぬ

　　鞠ゴ‘8刀層8認（おoeηdbη5

　　ゐθ卿θゴθ怨δノ。励rf，ξ～σ召‘．脇

　　月θo熱心〃訪μ5∫11魚xμ5

群集標徴・区分種
　　加ラスゲ

　　カゼクサ

群落区分種
　　チカラシバ’

　　ヌスビトハギP

　　センホ’ンヤリ

　　ヒメアフ「ラススキ

　　ショうジョウスゲ

　　ワ匠コウ

　　暦詔モギ

　　アキノエノコロク’サ

　　イ痘ス’チ

　　アキ〃ゲシ

　　イヌタデ

　　エノ釦グサ

　　腰プ妙サ

　　ススキ

　　ツユ拷

　　効キビ

　　ヒナタイノ］ス’チ

　　ゲンノショウ］

随伴種
　　オ才ハ’コ

　　ヘクソカス’ラ

　　ヨモギ

　　アキノキリンソウ

　　アス「マネザサ

　　キンミズヒキ

　　ササカ「ヤ

　　沁ツ油サ

　　アカネ

　　アキカラマツ

　　アス．マイハ「ラ

　　オカトラ材

　　力夕1、Fミ

　　キンエノコロ

　　スギナ

　　スズ〃ヒエ

　　セン⇒ソウ

　　トコ日

　　三下’ナ

　　本ソハ’ヒカケ’λケP．

　　メヒシハ’

　　ヤマハキ「

　　ヤマハッカ

2・2

董・2 →・・2

3・2 3・2

3・3

1・2

3・2

→・

4・4．

＋・2

÷・2

3・3

2・2

1・2

十

÷

1・2

＋・2

5・4

十

十

十

＋・2

＋・2

ウ．9

十

4・4

＋・2

1・1

1・2

2・2

＋・2

　十

　十

＋・2

2・2

1・2

十

　十

＋・2

1・2

　・←

＋・2

十

十

＋・2

＋・2

5・5

1・2

　十

　十

　÷

　十

十

1・2

÷

　十

＋・2

1・2

　十

馳2
十

十

999

1・2

1・2

1・1．

＋・2

1・2

帰・・2

　十

十

十

｝二1．．1現1圓の種紹ditional　specles　occurri2g　once　in　reiev6　relerαまce　nG．　2；3ρoroOo旬3∫θr’〃f∫ネズミ材i・2，海aly助a　a岬’ra〃∫
エノキグサ　÷，　3：　ム’r∫ρρe　側’1rθr　ヒメヤプラン　1・3，　五e∫ρθ〔18za　o仔’1eθ1a　メドハキ’　1・2，　0ρ1’∫創θf遅ノ∫　σ’」6σノa”fo11び∫　var，　ノ8ρr厚’～o厚3　コチヂミザサ　壬・2，

～lr〃厚8κ0πカ1∫ρノ（1び5　コプナゲサ　十，　4：　ノび1’Cα5　β∫倉’3ぴ5　var．　4β0’ρ1θη3　イ　十・2．　R∂π〃η0∬1θ5　σσ01ρaerfθ’器’5　甲ar．　g18δθr　キツネノぎタン　十・2，

5：　‘181a珊ヨgro5’∫5　arび1’d1η8cea　var，　δraoカy’rlof～8　ノカFリヤス　十・2，　0’0500rea　’oメ（oro　オニドコロ　→一，　F∂‘81a　／aρoπノoa　ヤツテ’　一十一，　πカσ∫

’ffoノ～003rρ8　ケマウルシ　幸，　6：　Pθ！θ1〃1ノノ8　∫rcy111a’｝a　ミツハ’ツチク’リ　［・2，　F10σfησ伍　ゴノノa‘8’α朋　力’マス7ミ　÷・2．・　∬ア〔rroOO’y∫e　〃～8rf’」冊a　ノチト’メ　＋・2，

Cooσf〃び3　0fδ∫cσノa‘‘’∫　アオッヅラフシ’　幸，　5π11’aκ　cぬノ1’a　サ」シト1｝イハ’ラ　＋，　5冊’1ax　δ1∫10ra　yar．　’rノ∬｛｝rγσノ潔　サ汐マメ　季，　3cσfθノ1ar／a　laoでβ暫fσノaco8

シソハ’タツナミ　十，　Lo’11cer8　∫aρσ”fca　スイカス’ラ　筆，　r∂raκacα例　σ∫f∫cf〃ヨ’ε　セイヨウタンホ。ボ　 ＋，　五’潔oag’7‘15　p〃∫1gζ汀’∫　ナワシログミ　＋，　8r’gθroη　a”11ぴμ．～　ヒメ

ゾヨオン　十，　溌為θむ1a　’rlro’ja’a　ミッハ’アケど　　÷，　7：　γ∫c’a　σ1～’ノσga　ナンテンハギ　　i・2，　0cla3’rσ∫　ρrか1c〃1a’σ5　ヅ片ウメモドキ　÷・2，　圃ゴ。ηoρカθra

lr’ρカyノノヨ　var．　∫aρo刀∫ca　ツリカ’ネニンゾン　十，　沸’7gclfoヨ　ゴooμr∫’、ra　ノタ’ケ　十，　8：　1κcrf∫　ゴθむ’”ε　ゾシバ’り　1・2，　ノ～ぴ四ax　／8ρρη’cμ5　キ’シギシ　十・2，

Oyρeπ15　a’ηαrlcσ．ワ　チセガヤツリ　÷・2，　5ガcro5’βgれ「π「γ’〃’∫〃θり〃r　var．　ρo／y5でacみyμ測　アシポソ　十，　月加θr8〃fカ∬∫　∫1留1〔触5　イヌビユ　÷，　γerσ〃’σ8ρer5’σa

オオイヌノフグリ　÷，　ムy51〃「8cゐfa　／aρ01’1σ召　「．　5σか5e33ノ∫’5　コナスヒ『　÷，　‘’arda四1／re　∫’eκμ03∂　タネツケハ’ナ　÷，　9：　γ10／a　μere6μ’遅ノ8　var．　5θ∬’ノノ∬〃ar∫∫　ア

キFスミレ　÷，　45’er　agora’01〔1e5　var．　ov8’u5　ノコンキ’ク　÷，　げ∫∫∫er’a　f／orノか召’～d8　フシ’　十，　P’θr’d’∬創　∂σ∬1”πf’π’　var．　’a’1α∫σ111εノπr　ワラビ　　十．

Reievξ　dale　課査イ：1三’：…∫日 1，3－6：　1997イ1．三…0月i窪「．｛レ　2，8：　1999‘．1．三10」．謹llFI，　7レ9：　1999釜．Fiθ1」71：］．
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Table　13．　Pasture－weed　com蒲unity外来牧草群落

1＝ゐ。加加ρθ～rαユηθcommunityホソムギ群落

2：．の賀望．η5飴。ロryこ！ゐ～∂ヨ。～｝頭58ゴ。ノ刀θz召オa　community シナダレスズメガヤーカモガや群落：

COInmunity　type
Relev6　re艶rence　number

Original　relev〔≦number

Relev6　size

Alむi撫de

Aspect
Slope

Height　of　herb　layer

Coverage　of　herb　layer

Number　ofspecies

群落区分

通し番号
調査番号

調査面積（の

海抜高（m）

方位
傾斜（。）

草本層の高さ（皿）

草本層の植被率（箔）

出現種数

1　　2　　　3

129　　134　　126

25　　32　　25

30　　30　　30

L　　L　　L
O，1　　0．2　　0．2

90　　95　　80

10　　14　　11

4　　5　　6
135　　127　　130

24　　9　　25
30　　30　　30

L　　L　　L
O．3　　　0．1　　　0．1

90　　60　　45

13　　12　　12

7　　8　　9
128　AZl　AZ2

15　　8　　10
30　　22　　22

－　SSE　SSE
L　　20　　20

0．1　　0．3　　1．1

90　　60　　90

14　　7　　7

．乙。互召ノηメフθrθ刀ηθ

還9エ・os擁a／ba

エ万望鹿～z1ヒ～aお。θη4θη5

凶8γ05漉860わη施～賓

鞠瘤舶卿姦50θ刀5
揚俄望’0θ漉α〃Vロ姦

艶θ‘召。∂1・口わ1按

ゐ56α03a1・z1η凶’刀∂oθヨ

群落区分種
　　ホソムギ

　　コヌカグサ

　　メヒシバ

　　ハイコヌカグサ

　　アキメヒシハ“

　　シナタ’レスス’メカ’ヤ

　　オオウシノケグサ

　　オニウシノケク“量

3・2 1・2 3・4 2・2 1・2 1・2 2・2 ＋・2

3・3 2・2 ・ 2・2 2・2 2・2 1・2

＋・2 ， ＋・2 十 ÷・2 1・2 正・2

＋・2 ． 十 ” 2・3 3・3 ． o

2・2 ● 1・2 o 1・2 o 2・2 － 融

． ． o o ， o ● 2・2 1・1

● P o o 陰 ， 1・2 十

● ， 齢 3・3 辱 o ＋・2 2・2

Com　a且i◎n　s　ecies：

7h盟『召mz卿θη5
ノ動五口丑2θ1り班’∠～5白プヨ顔

読！エ26召5ごθηπ15

0θo麟58ソ伽餌盈
あ㎎凌メ翠。ηjoヨ

月∠～η廃～80治刀。θ（漉～頻

％aヨ刀エzこJa

14／訪躍xoηゐノ易ρノゴα5

盈望～ρ’03船盈ソ・㎎7｝1θヨ

砂（カリ60㌍ね刀？ヨZZ’がノ刀a

動佃。η己zノηo雌ρ曲如加

湯ゴ鉾●oη5疋」加∂飽刀曲

κα刀7θκ17ψPα2ノαzθ

醸エ・θκoロエ・6a

々妙η1曲μゆ。ερθ

随伴種
　　シロツメクサ

　　ヤハス’ソウ

　　クサイ

　　カモガヤ

　　シバ

　　ヘラ零孝ハ’コ

　　スス’メノカタピラ

　　コブナグサ

　　カゼクサ

　　ノチドメ

　　イタドリ

　　孝オアレチノギク

　　コギシギシ

　　バクサンスゲ

　　ヨモギ

1・2

＋・2

　十

　9

●

．

．

●

9

，

・

，

5・4

　●

　．

1・2

　÷

＋・2

　●

十

　，

　o

÷・2

1・2

　0

＋・2

　．

1・2

　0

＋・2

　．

÷・2

　9

2・2

　幽

．

・

●

9

　十

3・2

＋・2

　，

●

　●

＋・2

　十

　十

　〇

＋・2

　÷

　●

　〇

＋・2

　．

＋・2

　十

　〇

　，

÷・2

　，

÷

1・2

十

　・

十

　・

”

●

●

3・4

4．・4．

＋・2

　●

　9

＋・2

　．

・

　．

2・3

　●

，

　．

＋・2

　十

＋・2　＋・2

3・2　4・4

9

十

出現1回の種Additlonal　species　occ匿rlng　once　in　relevξreference船．　1：Gra瞬nae　sp．イネ科
の一種2・2，2：飽脚x／aρo加。∬ギシギシレ2，Po’θη’∫〃a幻θ∫加冠8オヘピイチゴ十・2，βro耐雌
oa’カ∂r∫∫oσ5　イヌムギ　 十。2，　1）σ01～θ∫ηθa　cカ∫y5∂η〃～a　ヘヒ’イチゴ　 十，　6arθx　1ηc∫3a　カワラスゲ　 ÷，　1）0／y80ηひ加

／0η913θ∫び〃　イヌタデ　　＋，　3：　乙0／∫ロ摺　5σδσ1aどσ丑～　ホ“ウムギ　　十・2，　4：　0afθx　／θびcoo寿10r∂　ア才スゲ　　3・3，　Er19θro刀

3ごz’∫go5び3　ヘラハ“ヒメジョオン　十，　βrlgθroη　caη∂〔1θη3∫5　ヒメムカシヨモギ　 十，　5：　（冶rθx　a／かa’∂　ミノホ“ロスゲ　　2・2，　6：

Pθηη15θごσ加　a～oρθoσ∫01dθ3　チカラシバ“　十。2，　7：　ムy∫1用aσ力∫a×ρノノoρカor∂　イヌヌマトラノオ　1・1，　五θ∫ρθ〔1θz8

cロηθ8’a　vaぎ．　3θrρθη5　ハイメト“ハキ’　＋，　38ηg召ゴ30ブウa　o∫f／01η∂1／5　ワレモコウ　÷，　8：　Pノ刀σ3　dθη3」∫10r∂　アカマツ

十．

Relev6　date調査年月理　訊。．　i－7：1994年7月2B，烈。．8，9　1997年6月8［ヨ，
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Tab【e　14．　Lawnsシバ草地

1：ZOγ∫如ノaρ0β∫C∂CO鴎mUllily　シバ群落

　　la：Sub囲｝l　CG阻田．　wilh加∫pθゴθza　oσηθala㍉・ar．∫θrρθη∫　ハイメドハギ下位単位群落

　　1bl　Subu鑓｝l　CG聴．　wn血β／θ00舳r～5げfc加raθ　シカクイ下位単位群落

2：Zoy3f81eπu〃01∫8　coummunity　コウライシバ群落

Community　type

Relev6　refbrenee　nulnber

Orig重nal　relev（5　nu瓢ber

Relev6　size
Altitude

Aspect

Slope

Heigh七〇fherb　layer

Coverage　of　herb　layer

Nunlber　ofspecies

駈

群落区分

通し番号

調査番易
調査即知（nlz＞

海抜高㈱
方位

傾斜（o）

草本層の高さ（m）

草本層の植被率（鋤

出現種数

1 2

1a　　　　　　　　　　lb
　l

133

　8

30

L
O．3

80
13

　2

136

25
30

L
O，1

90
17

　3

131

24
30

L
O．1

90
20

4

137

100

30

L
G．1

95
工7

　5

132

24
30

L
O．2

75
31

　　6　　　7　　　8

AZ153AZ154　AZ3
3

42

L
O，1

80
　7

2．25

42

L
o．1

85
7

16

26

SW
　6

0．05

90
12

　9

AZ4
　9

26

SW
　6

02
95
10

伽旨ノ2ρ0η∫oa
群落油分種
　　シバ 5・4 5・5 5・4 5・5 4・3 5・4 5・5

Diffbrential　s　ecies　oflower　units

　　ム卿θぬ銀。塒θθ‘8var．3αPθη5

　　四病川州Za／10θ0如6ξ～

　　醸エ雛126口・昭‘8

　　2％0αゐ817吾吻とゐ己11習θ

　　5カα～りわ01α5勧・撚5

Dif｛bren七ial　s　ecies　ofcomm，：

　　伽∫8孟aoα謝∫ヨ
　　＆2］胴乱μ50ノθ1鴇0θ召5

　　砺印）ノ1∠～万ロ1ηヨ班ノ1θ

　　5b万ぬ80　aノ白団団畠加a

Com　anion　s　ecies：
　　魚ノη刀ワθ1・0レフ’∂5ご！ゾa孟θ

　　取a～密αb思顔云ヨ

　　砺。興言⑳珈θ2潰顔
　　ノiエ冒‘θ刀？∫5z質μfロ。即θ

　　飾刀顔80ε～S冶謡（旧

　　コ｝茄ガ㎜1伽θη5

　　」錠ノzoα5‘θz～召f5

　　幽rθλ「ノθ召00酌ノ∂1習

　　融・012a刀ηαα5

　　君8即5誌ぬ瞬avar．η醜aわ0
　　澄留り5甜宕a1わa

　　卿‘‘a1ゴ∂w伽50θ刀5

　　＆饗82嘲05飴ぬ2・ロ8ユ｝エθ8

　　5aη8こ」ゴ5αカヨ0溺「α？エ6～加

　　ゐ5‘π薩～8z・㎜伽36留

　　盈忽91りηα～η8ゴθη侮言

　　砺団嘘ユθα血ノヨ〉（P蹟）Pカ6蝦

　　2『ρ6θz1孟抽曲fz1∫2刀θ

　　五θ解θゴ6z80αηθ8‘a

　　π～θ51’αη2αbカユθ125θ

　　ノ泊劾覆81bノ刀ゴαヨ刀訪ヨ

　　α2aρゐ8Zゴ召η1ノ「即0η∫0α耀

　　施3孟［zo811り！ぬり5

　　7｝茄必ノ㎜μぞ～蜘5θ

　ノ18オて｝5か台α硬ツヨ’a

下位単位区分種
　　ハイメドハキ’

　　ヘラオオハ．コ

　　シバ’スダ

　　シカクィ

　　ネズミ材

群落区分種
　　コウライシバ’

　　ノゲシ

　　バハコク’サ

　　セイタカアワタ「チソウ

随伴種

12・2

i2・2

1’

1・1

＋・2

十・2

2・2

＋・2

1・2

2・2

＋・2

ジ蒼嘗i

2・2i

＋・2i

ヤハス’ソウ

ニガナ

カモガヤ

ヨモギ

籾、’コ

シ瑚引過

クサィ

ア叡ゲ

ヒメシ’ヨわ

効ホ’

コ効グサ

アキメヒシバ．

カゼクサ

ワレモコウ

才ニウシノケク’サ

ヒメムカシヨモギ

イヌヌマトラノオ

オヘビイチゴ

メドハギ

カナビキソウ

アリノトウグサ

チチコグサ

ナキ’ナタカ“ヤ

ムラサキツメクサ

ヤマ効ホ’

1・2

1・2

十・2

2・2

2・2

＋・2

十・2

＋・2

1・2

　の

十

2・3

　÷

　十

　十

＋・2

十

1・2

＋・2

1・2

十

＋・2

十

2・2

1・2

　十

＋・2

＋・2

＋・2

十

十

り　ほ　サ　の　ほ　ロ　せ　ほほ　リ　マリ　　　　　　　　　　　　ロ　コ　コ　コ　の　サ　ロ　　　ロ

・　1　＋　　牽・21
　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　・　i　十　　　　十　　1
　　　監曹．冒曹曹一．一胴冒層胃F願＿一臨＿1

十

5・4

十

十

÷

5・5

＋・2

十

　÷

2・3

率・2

　十

　十

　十

十

1・1

十

十

◆

＋・2

十

　十

＋・2

　十

　十

1・2

　十

　十

÷

＋・2

　十

÷・2

1・2

＋・2

1・1

十

十

十

　十

＋・2

十

十

÷

出現1回の種Ad由1｝onal　species　oecurr諭g　once　in　relev6　rererence　no．　1：加1f〃π1ρθrθηηθホリムギ｝・2，2：βroπ1〃∫
ca∫力8rごノ〔r貯5　イヌムキ’　＋・2，　Po∫θπ’∫1／a　∫raga1’fo∫dθ∫　var．　加∂ノor　キシ’ムシ日　÷，　3：　κ81’加θr’∫ρ∫ηηa∫・1f∫ゴ8　ユウカ“キ“ク　＋・2，

3ρノf∂ηf力θ3　5ノηθ刀3∫5　ネシ’パナ　垂，　乙。’〃∫　oor刀ノ。召18’σ5　var．　ノ8ρoη∫cσ∫　ミヤコグサ　÷，　rar8κac召πF　O∫∫∫cノη81θ　セィヨウタンホ．ホ。　÷，

五〇11び刀13びわπ1a’〃皿　ホφウムキ’　十，　4：　／〃ρθr8’ヨ　（γy1∫ηゴf∫oa　vaぎ．　左。θη∫g〃　　チカ“ヤ　｝・2，　C∂rθ■　召1δ81紐　ミノポロスゲ　　÷，　5：

Ojg∫∫ar∫a　aσ∫cθ刀〔1θη5　メヒシバ’　＋，　1ハ！びroco’y1θ〃ar∫’∫η18　ノチドメ　＋，　P∫Cf’3　／aρoηfca　コウゾリナ＋，　凝ノ3c8刀ごカα∫　∫fηθη3fs　ススキ

2・2，月rごθ加5’a／aρoη10aオトコヨモギ手，翻〃ax　6加π8サルトllイハ’ラ＋，　AgrGp貰on　sp．カモシ’ク’サ属の一種＋，　Fθ5’〃oa　oWηヨウ〃

ケグサ　＋，　Ro5a　騒・∫cカαraf8ηa　テリハノイハeラ　十，　！11わfz／aノσ1∫かr∫5∫fη　ネムノキ　十，　7；　1》o∫y8ra1ヨ　ノ8ρ01｝ゴ。∂　ヒメハキナ　チ，　』化｝51ヨ　ゴノ∂刀1カθノ『∂

ヒメジソ　＋，　8：　Dαcカθ3ηθa　oカ∫y3aπごカa　ヘビイチゴ　　＋，　0κ∂1∫3　〔ヲ。”ηノcu／a’8　カタ1、“ミ　＋，　E（7ひ∫3θ’り刀～arveη5θ　スキ’ナ　÷，　6a11〔1餌

’rノ∫ゴ〔1ロ∬1vaL　　ウrθγfρθゴ汀ηcσ18’〃甜　ホソハ’ノヨッパムグラ　十・2，　3’θ〃arja　a15ノ刀θ　var．　ぴη｛ノα1a’a　ノミノフスマ　十，　0θ〃」∫　5’刀θη∫f∫

var．　ノ8ρoη∫c∂　エノキ　＋，　9：　7θroηノ08　ヨr￥θη313　タチイヌノフグリ　÷・2，　｝！oμηgfa　／aρoηfc∂　垂目タヒ’ラコ　予，　4cθ∫　ρ召～冊8’σ刀1イ日ハモミシ“　÷，

0θf85ガ1ひ丑～glo摺θr8’〃刀1オランダミミナグサ＋，

Re｝evξ　巷ate　言矯査年月日 nG．1－5：1994年7月2EI，　no．6，7：1997年10月14日，翻．8－911997年6月8日．


